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一
、
は
じ
め
に

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
と
は
、
仏
の
頂
上
肉
髻
の
徳
を
讃
え
る
聖
言
で
あ
り
、
七
世
紀
頃
よ
り
中
央
〜
東
ア
ジ
ア
に
広
く

伝
播
し
、
多
様
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
中
国
で
は
、
六
八
〇
年
代
以
降
、
本
経
の
梵
本

が
請
来
さ
れ
、
仏
陀
波
利
、
杜
行
顗
、
地
婆
訶
羅
、
義
浄
に
よ
っ
て
相
次
い
で
漢
訳
さ
れ
た
が１

、
と
り
わ
け
人
気
を
博

し
た
の
は
仏
陀
波
利
訳
（
大
正
蔵
九
六
七
番
）
で
あ
っ
た
。
経
序
に
よ
れ
ば
、
仏
陀
波
利
（B

uddhapåli

）
は
、
文
殊
菩
薩

に
会
う
た
め
に
、
遥
々
イ
ン
ド
か
ら
中
国
五
臺
山
を
訪
ね
、
そ
こ
で
一
老
人
（
＝
文
殊
の
化
身
）
よ
り
聖
嘱
を
受
け
て
、

梵
本
を
中
国
に
請
来
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
。
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
七
番
）
は
、
五
臺
山
の

文
殊
信
仰
を
背
景
と
し
て
大
い
に
流
行
し
、
特
に
仏
陀
波
利
訳
を
石
に
刻
ん
だ
「
尊
勝
経
幢
」
が
中
国
全
土
で
数
多
く

建
立
さ
れ
た
。

法
崇
述
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
訳
注
㈠

	
	
		

	
	

	
	

佐　

　々

木　

大　

樹



―56―

本
論
で
取
り
上
げ
る
法
崇
撰
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』（
大
正
蔵
一
八
〇
三
番
、
以
下
、
法
崇
疏
と
略
）
は
、
仏

陀
波
利
訳
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
』
と
も
別
称
さ
れ
る
。
こ
の
法
崇
疏
は
八
世
紀
後
半
、

あ
る
い
は
九
世
紀
初
頭
に
撰
述
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
注
釈
書
で
あ
り
（
次
項
参
照
）、
唐
代
密
教
に
お
い
て
、
い
か
に
仏

頂
尊
勝
陀
羅
尼
が
理
解
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
か
を
知
る
上
で
格
好
の
資
料
と
い
え
よ
う
。
本
論
で
は
、
法
崇
疏
を
訓
読

し
て
詳
細
な
語
注
を
付
し
、
精
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
唐
代
に
お
け
る
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
に
つ
い
て
解
明
を

試
み
た
い
。二

、
撰
者
・
法
崇
に
つ
い
て

法
崇
疏
叙
文
を
記
し
た
智
暉
（
一
七
一
七
〜
一
七
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
撰
者
で
あ
る
法
崇
は
千
福
寺
の
僧
で
、
か
つ
て
不

空
三
蔵２

（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
の
門
に
遊
学
し
、
小
乗
・
大
乗
、
さ
ら
に
密
教
を
学
ん
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
智
暉
の
言
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
不
空
に
関
わ
る
文
書
を
集
成
し
た
『
表
制
集
』（
大
正
蔵
二
一
二
〇
番
）、
ま
た
『
貞

元
録
』（
大
正
蔵
二
一
五
七
番
）
に
は
、
し
ば
し
ば
「
法
崇
」
の
名
が
見
え
る３

。
例
え
ば
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
に
不
空
が
大

興
善
寺
の
大
徳
四
十
九
員
を
選
ん
だ
際
、
そ
の
一
人
に
法
崇
を
推
挙
し
て
い
る４

。
同
様
に
大
暦
二
年
（
七
六
七
）、
化
度
寺
の

文
殊
師
利
護
国
万
菩
薩
堂
に
お
け
る
三
長
斎
月
の
念
誦
僧
十
四
人
を
選
ん
だ
際
に
も
、
法
崇
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る５

。

ま
た
法
崇
は
、不
空
の
翻
訳
事
業
に
も
度
々
参
画
し
て
お
り
、永
泰
元
年
（
七
六
五
）
の
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
大
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正
蔵
二
四
六
番
）　

の
再
訳６

、
さ
ら
に
大
暦
年
間
中
の
『
大
集
大
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
経
』（
大
正
蔵
四
〇
四
番
）
お
よ
び
『
大
虚

空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』（
大
正
蔵
一
一
四
六
番
）
の
漢
訳
に
お
い
て
、
法
崇
は
「
証
梵
文
義７

」
を
務
め
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る８

。

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
ま
と
め
る
と
、
法
崇
は
八
世
紀
後
半
（
特
に
七
六
〇
年
代
）
に
活
躍
し
た
中
国

僧
で
あ
り
、
数
多
の
弟
子
を
抱
え
た
不
空
門
下
に
お
い
て
、
一
定
以
上
の
重
責
を
担
っ
た
僧
と
い
え
よ
う
。

法
崇
疏
の
注
釈
態
度
は
、
全
体
的
に
通
仏
教
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
下
巻
冒
頭
等
、（
特
に
金
剛
頂
系
の
）
密
教

と
の
関
わ
り
が
看
取
さ
れ
る
。
法
崇
疏
の
研
究
は
、
中
国
唐
代
に
お
け
る
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
受
容
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、

不
空
の
学
風
、
お
よ
び
不
空
門
下
に
お
け
る
密
教
理
解
の
解
明
に
少
な
か
ら
ず
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
法
崇
疏
の
成
立
に
つ
い
て

法
崇
疏
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
編
纂
撰
述
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
法
崇
疏
は

不
空
周
辺
で
成
立
し
た
注
釈
書
な
が
ら
、
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
に
よ
っ
て
は
請
来
さ
れ
ず
、
後
に
宗
叡
（
八
〇
九
〜

八
八
四
）
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
宗
叡
の
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』(

大
正
蔵
二
一
七
四
Ａ)

に
記
載
さ

れ
る
経
典
儀
軌
等
は
咸
通
六
年
（
八
六
五
）
頃
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
を
法
崇
疏
の
撰
述
の
最
下
限
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
宗
叡
の
目
録
中
で
は
、「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
一
部
二
巻９

」
と
記
す
の
み
で
、
撰
者

の
名
が
な
く
注
意
を
要
す
るC

。
他
方
、中
国
側
の
史
料
に
は
、経
典
目
録
を
含
め
、法
崇
疏
に
関
す
る
記
録
は
一
切
み
え
ず
、
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不
空
周
辺
の
事
跡
を
詳
述
す
る
『
貞
元
録
』（
八
〇
〇
年
編
纂
）
に
も
記
載
さ
れ
な
い
。

法
崇
の
記
録
は
、
上
述
の
ご
と
く
七
六
〇
年
代
頃
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
法
崇
の
真
撰
を
認
め
る
な
ら
ば
、
同
時
期

か
ら
遠
く
な
い
頃
に
法
崇
疏
が
撰
述
さ
れ
、
何
ら
か
の
事
情D

で
『
貞
元
録
』
等
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
、
法
崇
に
仮
託
し
て
成
立
し
た
な
ら
ば
、
撰
述
時
期
と
し
て
、『
貞
元
録
』
以
後
の
八
〇
〇
〜
八
六
五
年
撰
述
の
可

能
性
も
出
て
く
る
。

現
時
点
で
は
法
崇
撰
を
積
極
的
に
否
定
す
る
理
由
も
な
い
こ
と
か
ら
、
前
者
す
な
わ
ち
七
六
〇
年
代
か
ら
遠
く
な
い
時

期
、
法
崇
に
よ
る
真
撰
を
前
提
に
し
て
論
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

法
崇
が
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
注
釈
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
本
文
に
明
記
が
な
く
定
か
で
は
な
い
が
、
不
空
の
事

跡
に
起
因
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
にE

、
不
空
は
晩
年
に
至
っ
て
五

臺
山
の
文
殊
信
仰
を
宣
揚
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
五
臺
山
の
寺
院
修
造
に
力
を
入
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
前
述

の
仏
陀
波
利
に
よ
る
取
経
伝
説
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
五
臺
山
と
所
縁
の
深
い
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
」
に
注
目
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。不
空
は
大
暦
五
年（
七
七
〇
）、五
臺
山
参
拝
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
太
崇
福
寺
の
浄
土
院
を
灌
頂
道
場
と
し
、

歴
代
皇
帝
お
よ
び
国
家
の
た
め
、
十
四
人
の
僧
に
絶
え
ず
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
読
誦
さ
せ
る
よ
う
に
奏
上
し
て
い
るF

。
こ

の
事
跡
に
前
後
し
て
、
不
空
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
法
』（
大
正
蔵
九
七
二
番
）
を
翻
訳
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ

るG

。
こ
の
よ
う
な
不
空
の
姿
勢
は
以
降
も
継
承
さ
れ
、
不
空
入
滅
の
翌
年
に
あ
た
る
大
暦
十
一
年
（
七
七
六
）、
天
下
の
僧

尼
に
対
し
て
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
毎
日
二
十
一
遍
読
誦
す
る
よ
う
に
勅
令
が
下
さ
れ
て
い
るH

。
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法
崇
は
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
読
誦
に
関
す
る
勅
令
等
、
不
空
晩
年
か
ら
入
滅
に
至
る
一
連
の
動
向
を
目
の
当
た
り
に

し
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
意
味
内
容
、
お
よ
び
功
能
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
撰
述
し
た
も
の
と
現
時
点
で
は
考
え

て
お
き
た
い
。

四
、
法
崇
疏
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

宗
叡
に
よ
っ
て
法
崇
疏
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
以
降
、
長
ら
く
伝
写
相
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
残
念
な

が
ら
管
見
の
限
り
、
古
写
本
の
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。

論
者
が
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、
法
崇
疏
が
一
般
に
流
布
す
る
最
初
は
、
長
谷
寺
第
十
一
世
能
化
・
亮
汰
（
一
六
二
二
〜

一
六
八
〇
）
に
よ
る
法
崇
疏
へ
の
注
釈
と
、
そ
の
開
板
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
亮
汰
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
四
月
、

『
科
註
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
以
下
、
亮
汰
注
と
略
）
全
三
巻
を
著
し
、
同
年
九
月
に
前
川
茂
右
衛
門
に
て
開
板
さ
れ
た
。
亮
汰

注
は
、
大
意
・
異
訳
・
請
来
を
記
す
『
懸
談
』
と
、
仏
陀
波
利
訳
へ
の
『
科
註
』
と
の
二
段
に
分
か
れ
る
が
、
全
編
に
わ

た
り
、
ほ
ぼ
法
崇
疏
を
取
り
込
む
形
に
な
っ
て
お
り
、
法
崇
疏
の
抄
本
と
も
言
う
べ
き
内
容
で
あ
る
。
本
書
に
引
く
法
崇

疏
本
文
に
は
、
送
り
仮
名
を
含
む
訓
点
が
詳
細
に
付
さ
れ
て
お
り
、
訓
読
に
際
し
大
い
に
参
考
に
し
たI

。

法
崇
疏
自
体
の
版
本
が
造
ら
れ
た
の
は
、
高
野
山
龍
光
院
の
高
基
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

高
基
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
正
月
、
法
崇
疏
の
本
文
二
巻
、
さ
ら
に
「
付
録
」
一
巻
を
加
え
、
京
都
書
院
よ
り
出
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版
し
た
（
以
下
、
高
基
本
と
略
）。
本
文
の
上
部
に
は
、
注
に
記
し
た
ご
と
く
「
天
地
玄
黄
」
か
ら
始
ま
る
千
字
文
を
付
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
「
付
録
」
に
お
い
て
、
法
崇
疏
所
引
の
経
論
に
つ
い
て
、
高
基
自
身
の
考
察
を
述
べ
て
い
る
。
そ

の
「
付
録
」
に
よ
れ
ば
、
高
基
は
高
山
寺
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
開
板
し
た
よ
う
で
あ
るJ

。

江
戸
中
期
の
真
言
僧
・
智
暉
が
記
し
た
法
崇
疏
冒
頭
の
叙
文
に
よ
れ
ば
、
高
基
は
法
崇
疏
本
文
の
誤
り
を
正
し
、
完
全

な
形
で
広
く
世
に
流
布
す
る
こ
と
を
願
い
、
開
板
を
志
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
付
録
」
に
よ
れ
ば
、
高
基
は
、
い
わ

ゆ
る
科
注
・
冠
注
の
類
（
亮
汰
注
を
指
す
か
）
で
は
、
法
崇
疏
の
全
体
像
が
分
か
ら
な
い
と
し
、
仏
陀
波
利
等
の
事
跡
の
顕

彰
の
た
め
、開
板
を
志
し
た
と
述
懐
し
て
い
るK

。
版
本
の
下
巻
末
に
は「
刻
料
高
野
山
施
貨
」と
し
て
高
基
の
志
に
賛
同
し
、

開
板
に
出
資
、
協
力
し
た
僧
俗
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

法
崇
疏
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
し
て
論
者
が
所
属
す
る
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
智
積
院
・
智
山
書
庫
に
二
本
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
書
の
閲
覧
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
総
本
山
智
積
院
関
係
各
位
、
ま
た
閲
覧
に
際
し
、

諸
々
ご
高
配
い
た
だ
い
た
川
崎
大
師
平
間
寺
関
係
各
位
に
紙
面
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。『
智
山
書
庫
所

蔵
目
録
』
第
二
巻
二
八
一
頁
に
記
載
さ
れ
る
法
崇
疏
版
本
の
書
誌
情
報
を
転
載
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
』　

三
巻
三
冊

（
刊
）
金
剛
峰
寺
龍
光
院
蔵
版
高
基
知
之　

安
永
八
己
亥
正
月
吉
辰　

京
都
書
林

村
上
勘
兵
衛　

中
野
宗
左
衛
門　

井
上
忠
兵
衛　

八
尾
清
兵
衛　

前
川
市
兵
衛

額
田
正
三
郎　

亦
井
長
兵
衛
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版
本
一
：
二
七
五
×
一
九
三　

八
―
四
一　
　

版
本
二
：
二
七
〇
×
一
八
八　

二
一
―
六

次
い
で
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
か
ら
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
か
け
て
、
蔵
外
を
含
む
中
国
撰
述
典
籍
を
収
め

る
目
的
で
、『
大
日
本
続
蔵
経
』
が
編
纂
さ
れ
、
そ
の
第
三
七
巻
に
法
崇
疏
が
収
録
さ
れ
た
（
以
下
、
卍
続
蔵
本
と
略
）。
卍

続
蔵
本
は
、
訓
点
の
振
り
方
が
高
基
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
高
基
本
を
底
本
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

送
り
仮
名
が
省
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
基
本
に
比
べ
る
と
読
み
や
す
い
テ
キ
ス
ト
と
は
い
え
な
い
。

次
い
で
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
か
ら
約
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
で
は
、経
疏
部
・

第
三
九
巻
に
法
崇
疏
が
収
録
さ
れ
た
（
以
下
、
大
正
蔵
本
と
略
）。
大
正
蔵
本
は
、
冒
頭
の
注
で
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
卍

続
蔵
本
を
原
本
と
し
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
送
り
仮
名
を
含
む
訓
点
の
一
切
を
省
き
、
ほ
ぼ
校
異
も
な
く
、

さ
ら
に
転
載
時
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
誤
植
が
散
見
さ
れ
る
。
法
崇
疏
を
参
照
す
る
場
合
、
通
常
、
大
正
蔵
本
を
用
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
江
戸
期
の
版
本
や
卍
続
蔵
本
と
見
比
べ
る
と
、
良
質
な
テ
キ
ス
ト
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
本
論
で
は
、
大
正
蔵
本
は
参
照
に
と
ど
め
、
主
に
高
基
本
を
底
本
と
し
、
亮
汰
注
お
よ
び
卍
続
蔵
本
を
参
照
し

て
訓
読
を
行
っ
た
。

五
、
法
崇
疏
の
構
成
に
つ
い
て

高
基
本
（
版
本
）、
お
よ
び
卍
続
蔵
本
・
大
正
蔵
本
の
法
崇
疏
に
は
、
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
へ
の
注
釈
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（
Ⓐ
〜
Ⓒ
）
に
先
立
ち
、
ⓐ
智
暉
に
よ
る
叙
文
と
ⓑ
表
制
三
首
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ⓐ
智
暉
に
よ
る
叙
文
は
、
高
基
本
の

開
板
に
際
し
、
日
本
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
ⓑ
表
制
三
首
に
つ
い
て
は
撰
述
当
初
の
も
の
か
、
そ
れ
と

も
伝
承
の
過
程
で
付
加
さ
れ
た
も
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
亮
汰
注
に
表
制
三
首
を
引
か
な
い
点
は
気
に
な
る
が
、
高
基

本
「
付
録
」
を
読
む
か
ぎ
り
、
開
板
の
底
本
と
し
た
高
山
寺
所
蔵
本
に
は
、
す
で
に
ⓑ
表
制
三
首
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。ⓑ
表
制
三
首
の
う
ち
、二
番
目
の
大
暦
十
一
年（
七
七
六
）二
月
二
十
二
日
、乗
如
等
に
よ
る
表
制
は
、『
表
制
集
』『
貞

元
録
』
等
に
未
収
録
の
も
の
で
あ
り
、
法
崇
疏
の
一
部
と
し
て
、
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

不
空
滅
後
の
門
下
の
動
向
を
探
る
う
え
で
も
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

※
法
崇
疏
の
中
心
的
な
部
分
で
あ
る
①
教
起
因
縁
分
、
②
聖
教
所
説
分
、
③
依
教
奉
行
分
の
詳
細
な
構
成
に
つ
い
て
は
、

本
論
末
の
表
を
参
照
願
い
た
い
。

	
	内

容
区
分

亮
汰
注

高
基
本

卍
続
蔵
本

大
正
蔵
本

ⓐ
智
暉
に
よ
る
叙
文

…
…

上
巻
・
冒
頭
二
丁

一
八
二
丁
右
・
上

一
〇
一
二
頁
上

ⓑ
表
制
三
首

…
…

上
巻
・
一
丁
右
〜
二
丁

左

一
八
二
丁
右
・
下
〜
左
・

上

一
〇
一
二
頁
上
〜
下

Ⓐ
因
縁
と
概
要

上
巻
・『
懸
談
』
一
丁
右
〜

二
丁
左

上
巻
・
二
丁
左
〜
三
丁

右

一
八
二
丁
左
・
上

一
〇
一
二
頁
下
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Ⓑ
題
号
の
大
意

上
巻
・『
懸
談
』
二
丁
左
〜

三
丁
右　

上
巻
・
三
丁
右
〜
左

一
八
二
丁
左
・
上
〜

一
八
三
丁
右
・
上

一
〇
一
二
頁
下
〜

一
〇
一
三
頁
上

Ⓒ
十
門
分
別

上
巻
・『
科
註
』
一
丁
右
〜

四
丁
右
（
第
八
・
九
の
み
）

上
巻
・
四
丁
右
〜
一
〇

丁
左

一
八
三
丁
右
・
上
〜

一
八
五
丁
右
・
上

一
〇
一
三
頁
上
〜

一
〇
一
四
頁
下

①
教
起
因
縁
分

上
巻
・『
科
註
』
四
丁
右
〜

一
九
丁
右

上
巻
・
一
〇
丁
左
〜

四
七
丁
左

一
八
五
丁
右
・
上
〜

一
九
五
丁
・
右
・
下

一
〇
一
四
頁
下
〜

一
〇
二
四
頁
上

②
聖
教
所
説
分

上
巻
・『
科
註
』
一
九
丁
右

〜
下
巻
三
二
丁
左

上
巻
・
四
七
丁
左
〜
下

巻
五
二
丁
右

一
九
五
丁
・
右
・
下
〜

二
一
四
丁
右
・
下

〇
二
四
頁
上
〜

一
〇
四
〇
頁
中

③
依
教
奉
行
分

下
巻
・『
科
註
』
三
二
丁
左

〜
三
五
丁
左

上
巻
・
五
二
丁
右
〜

五
四
丁
右

二
一
四
丁
右
・
下
〜
左
・

下

一
〇
四
〇
頁
中
〜
下

	
	

	
	

	

六
、
法
崇
疏
と
『
提
謂
波
利
経
』

法
崇
疏
は
、
証
文
と
し
て
『
提
謂
波
利
経
』
を
多
く
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国
仏
教
、
特
に
疑
偽
経
典
の
研
究
に
お

い
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。
経
名
に
あ
る
提
謂
（T

apassu

）
と
波
利
（B

hallika

）
と
は
、
成
道
を
果
た

し
た
釈
尊
に
、
最
初
に
麨
蜜
を
供
養
し
た
長
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
本
経
は
、
北
魏
太
武
帝
の
破
仏

『仏頂尊勝陀羅尼経』の注釈
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よ
り
仏
教
を
復
興
さ
せ
る
べ
く
、
二
長
者
の
説
話
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
沙
門
曇
靖
が
民
衆
教
化
の
た
め
に
撰
述
し
た
も
の

と
さ
れ
る
。
本
経
は
広
く
民
間
に
流
行
し
た
が
、
様
々
な
妄
習
を
含
む
こ
と
か
ら
、
諸
経
典
目
録
で
「
疑
偽
経
典
」
と
し

て
除
外
さ
れ
つ
づ
け
、
い
つ
し
か
本
経
は
散
佚
し
、
完
本
は
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る
。

塚
本
善
隆
氏
は
、
こ
の
『
提
謂
波
利
経
』
を
復
元
す
べ
く
、
章
疏
類
か
ら
二
一
条
の
佚
文
を
抄
出
し
て
発
表
し
た
（
塚

本
佚
文L

）。
そ
の
後
、
牧
田
諦
亮
氏
は
、
敦
煌
本
『
提
謂
波
利
経
』
四
種M

を
見
出
し
、
本
文
翻
刻
に
よ
っ
て
概
要
を
示
し
た
。

法
崇
疏
で
は
、
こ
の
『
提
謂
波
利
経
』
が
十
箇
所
で
引
用
さ
れ
るN

。

①
又
提
謂
経
曰　

不
論
聴
法
但
入
寺
即
得
五
種
功
徳　

一
者
端
正
為
見
三
宝
心
生
歓
喜
故　

二
者
好
声
為
念
仏
故　

三
者
生
天
不
余
悪
業
故　

四
者
尊
貴
為
礼
一
切
三
宝
故　

五
者
得
証
涅
槃
為
有
余
福
故

②
提
謂
経
云　

一
年
之
中
三
覆
八
校
毎
月
六
奏
者
為
六
斎
也

③
提
謂
経
云　

由
痴
虚
受
信
施
四
事
供
養
故　

故
受
猪
身

④
提
謂
経
云　

悪
口
慳
貪
故　

故
受
猪
身
為
物
慳
貪

⑤
又
提
謂
経
云　

由
奸
猾
語
故
受
野
犴
身
。

⑥
提
謂
経
云　

由
遊
戯
放
逸
故
受
獼
猴
身

⑦
提
謂
経
曰　

応
七
覚
分
也

⑧
提
謂
経
曰　

行
道
七
匝
者
以
応
七
覚
分
度
七
世
父
母
也

⑨
提
謂
経
云　

三
匝
者
応
三
界
滅
三
世
罪
除
三
毒
応
三
業
也
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⑩
提
謂
経
云　

行
道
有
其
三
品
謂
上
中
下　

上
者
百
匝　

中
者
三
十
匝　

下
者
十
匝
以
応
百
年

こ
の
う
ち
②
は
牧
田
氏
の
論
文
に
類
文
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
牧
田
氏
の
翻
刻
に
同
文
を
見
出
せ
な
い
。

ま
た
近
年
、
山
口
大
輔
氏
が
法
崇
疏
に
注
目
し
、『
提
謂
波
利
経
』
の
新
佚
文
と
し
て
⑧
⑨
⑩
を
取
り
上
げ
る
がO

、
①
〜

⑦
へ
の
言
及
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
論
の
主
目
的
と
は
異
な
る
が
、
法
崇
疏
と
『
提
謂
波
利
経
』
に
関
す
る
今
後
の
研

究
動
向
に
も
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

七
、
訓
読
・
注
釈
の
凡
例

・
本
論
で
用
い
た
主
要
資
料
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

法
崇
疏		

：
法
崇
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』

亮
汰
注		

：
亮
汰
『
科
註
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
法
崇
疏
の
注
釈
、
一
六
七
四
年
開
版
）

高
基
本		

：
高
基
に
よ
る
法
崇
疏
版
本
（
一
七
七
九
年
開
版
）

卍
続
蔵
本	

：『
大
日
本
続
蔵
経
（
卍
続
蔵
）』
第
三
七
巻
所
収
本

大
正
蔵
本	

：『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
経
疏
部
・
第
三
九
巻
所
収
本

・	

法
崇
疏
の
訓
読
は
、
主
に
高
基
本
を
底
本
と
し
、
亮
汰
注
お
よ
び
卍
続
蔵
本
の
訓
点
を
勘
案
し
て
訓
読
を
行
い
、
大

正
蔵
本
は
参
照
に
と
ど
め
た
。
諸
テ
キ
ス
ト
間
の
校
異
に
つ
い
て
は
、
訓
読
を
行
う
上
で
重
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
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を
中
心
に
注
に
記
し
た
。

・
法
崇
疏
の
訓
読
は
、「
灌
頂
」「
五
臺
山
」
や
「
咒
」
等
の
一
部
例
外
を
除
き
、
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
難

読
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
読
み
手
の
便
を
考
慮
し
て
適
宜
ル
ビ
を
付
し
た
。

・
法
崇
疏
の
訓
読
本
文
中
に
高
基
本
お
よ
び
亮
汰
注
の
巻
数
・
丁
数
、
ま
た
卍
続
蔵
本
・
大
正
蔵
本
の
巻
数
・
頁
数
・

段
等
の
情
報
を
（　

）
で
補
っ
た
。

・
法
崇
疏
中
の
難
解
な
仏
教
用
語
、
中
国
古
典
に
由
来
す
る
用
語
等
は
、
読
み
手
の
便
と
と
も
に
、
論
者
自
身
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
注
に
て
詳
細
な
解
説
を
付
す
よ
う
に
心
が
け
た
。

・
法
崇
疏
に
引
用
さ
れ
る
他
経
論
の
文
章
は
、
原
則
「　

」
に
入
れ
て
示
し
た
。
た
だ
法
崇
疏
に
は
、
経
論
名
を
明
記

し
な
が
ら
も
、
そ
の
経
論
中
に
対
応
本
文
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
対
応
本
文
を
特
定
で
き
な
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
引
用
の
有
無
や
範
囲
の
断
定
を
避
け
る
た
め
、
あ
え
て
「　

」
に
入
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。

・
法
崇
疏
に
引
用
さ
れ
る
経
論
の
出
典
情
報
、
す
な
わ
ち
『
大
正
蔵
経
』
等
の
巻
数
・
頁
数
お
よ
び
引
用
元
の
経
論
原

文
を
適
宜
注
に
示
し
た
。
そ
の
注
に
引
く
経
論
の
原
文
に
つ
い
て
、
法
崇
疏
と
の
比
較
に
重
き
を
置
く
場
合
は
漢
文

白
文
、
一
方
で
内
容
理
解
に
重
き
を
置
く
場
合
は
訓
読
文
と
し
て
表
記
を
使
い
分
け
た
。
ま
た
、
高
基
本
「
付
録
」

に
は
、
法
崇
疏
所
引
の
経
論
に
関
し
て
、
高
基
に
よ
る
丹
念
な
考
察
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
有
用
と
判
断
さ
れ
た

情
報
に
つ
い
て
は
適
宜
注
に
加
え
た
。
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法
崇
撰
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
訳
注
（『

卍
続
蔵
経
』
三
七
巻
一
八
二
丁
右
・
上
段
〜

『
大
正
蔵
』
三
九
巻
一
〇
一
二
頁
上
段
〜　

）

【
ⓐ
智
暉
に
よ
る
叙
文
：
法
崇
疏
の
由
来
と
開
板
の
経
緯
】

『
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
』
を
鋟き

ざ

む
に
敍の

　

ぶ

曩ど
う
し
や者

、

P

仏ぶ
つ
だ
　
は
　
り
　

陀
波
利
三
蔵Q

、
遠
く
流
沙
を
渉
り
、
五ご

　
だ
い臺

の
大
聖
文
殊R

を
礼
謁
し
、
誨
を
垂
れ
、
重
ね
て
西
域
に
還
り
、
斯

の
経
を
齎も

た
ら
　し

来
た
る
。
然
れ
ば
則
ち
東
方
を
救
済
す
る
の
方
便
、
蓋
し
斯
の
経
に
過
ぎ
た
る
無
し
。
先
に
五
訳S

を
歴
る
も
、

未
だ
釈
家
、
微
趣
を
玄
詮
し
、
焉こ

こ

を
将
て
克
通
す
る
こ
と
有
ら
ず
。

千
福
の
法
崇
尊
者T

、
曽
て
不
空
三
蔵U

の
門
に
遊
び
、
大
小
乗
教
、
曁な

ら
び
　に

秘
密
蔵
に
該
貫
弗せ

ざ

る
靡な

　

し
。
乃
ち
之
の
『
疏
』

を
作
り
、
厥そ

　

の
体
と
為
。
事
の
衆
典
を
取
り
、
断
じ
て
一
理
を
目も

く

す
る
。
禍
を
滅
し
て
殃

わ
ざ
わ
いを

銷
す
の
秘
、
寿
を
延
し
て
齢

を
益
す
の
妙
、
骸
を
霑う

る
お
　す

咒
土
の
功V

、
体
を
拂
う
遺
塵
の
利W

、
此
に
入
り
而
も
彼
に
出
で
、
浅
を
以
て
而
も
深
と
為
。
真

に
経
の
意
を
得
べ
き
者
か
。

南
山
基
公X

は
、
世
に
『
疏
』
を
得
る
者
、
甚
だ
罕ま

れ

な
る
を
憾う

ら

み
、
魚ぎ

よ
ろ
　魯

を

Y

訂
し
て
訛か

び
ゆ
う謬

を
正
す
。
乃
ち
梓Z

に
托
し
、
以

て
海
宇
に
弘
む
。
近
く
一
の
妄ぼ

う
よ
う庸

の
人
有
り
て
、
漫み

だ

り
に
『
疏
』
の
文
を
裁
ち
、
諸
の
鄙
辞
を
雑ま

じ

う
。
蜀し

よ
つ
き
ん錦

を
截
ち
て

襤ら
ん
る
　縷

に
紹
ぎ[

、
隋
珠
を
碎
き
て
瓦
礫
に
参
ず
る
が
如
き\

、
然
な
り
。
今
、
復
た
全
珠
、
完
錦
を
覿み

　

る
を
得
。
抑
も
基
公
の

賜
な
る
か
な
。
余
、
嘗
て
悪
世
の
人
の
新
を
玩

も
て
あ
そび

、
旧
を
遺す

　

つ
る
に
、
此
の
盛
挙
に
遇
い
、
随
喜
す
る
こ
と
極
ま
り
罔な

　

し
。
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乃
ち
其
の
事
を
敍
べ
、
且
つ
後
哲
に
勧
め
、
復
古
の
学
に
懋つ

と

め
ん
。
云

う
ん
ぬ
ん。

安
永
己
亥]

正
月　
　
　

沙
門　

智ち
　
き
　暉

謹

^

譔

【
ⓑ
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
に
関
す
る
表
制
三
首
】

（
高
基
本
・
上

巻
一
丁
右

）
代
宗 
睿
文
武
孝　

宝
応
元
聖
皇
帝_

、
特
に
、

勅

`

し
て
天
下
の
僧
尼
を
し
て
尊
勝
真
言
を
誦
せ
し
む
。
勅
を
奉
じ
、
京
城
の
修
功
徳
使
・
李
元
琮
に
語つ

　

ぐ
。
天
下
の
僧

尼
、仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
誦
す
る
に
、一
月
を
限
り
、日
誦
し
て
精
熟
せ
し
む
。
仍
て
仰
い
で
毎
日
誦
す
る
こ
と
二
十
一
遍
、

毎
年
正
月
一
日
に
至
り
、
賀
正
使
を
遣つ

か
わ
　し

、
所
誦
の
遍
数
を
具
し
て
進
来
せ
よ
。

大
暦
十
一
年a

二
月
八
日　

内な
い
え
つ
し
や
か
ん

謁
者
監　

李
憲
誠b

、
宣
す
。　

沙

c

門
乗
如
等
、
言
く
、
伏
し
て
今
月
十
七
日
、
中
書
門
下
の
勅
牒
を
奉
じ
、
天
下
の
僧
尼
を
し
て
、
并
に
尊
勝
陀
羅
尼

を
誦
せ
し
む
る
は
、
天
よ
り
明め

い
し
よ
う詔

し
た
ま
う
。
抃べ

ん
や
く躍

す

d

る
に
任
無
し
。
乗
如
の
聞
く
、
大
雲
、
普
く
覆
い
て
三
草e

、
皆

な
滋し

げ

る
。
皇こ

う
た
く沢

、

f

一も
つ
ぱ
　ら

施
し
て
万
物
、
咸
く
潤
す
。
伏
し
て
惟
れ
ば
、
陛
下
の
潤
、
清
浄
の
秘
印
に
叶
い
、
甘
露
の
妙
門

を
（

高
基
本
・
上

巻
一
丁
左

）
開
く
。
仏
頂
の
用
、
如
来
の
慈
、
人
の
災
を
息
め
、
天
帝
の
事
を
行
じ
、
国
を
挙
げ
て
諷
誦
す
。
嚮さ

き

に
風

雪
に
合
う
に
、
類
に
觸
れ
て
聞
く
所
、
咸
く
氛ふ

ん
む
　霧

を

g

除
く
。
豈
に
刹
土
を
保
釐
せ
ん
や
。
亦
た
身
心
を
澄ち

よ
う
た
ん澹

に
す
。
凡

そ
緇し

　
り
ん林

にh

在
り
。
実
に
鴻
造
を
荷こ

う
む
　り

、
戴
く
に
聖
恩
、
常
に
殊
な
る
の
至
を
仰
ぐ
に
勝た

　

え
ず
。
謹
ん
で
右
銀
臺
門
に
詣
で
、
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表
を
奉
じ
、
陳
謝
以
聞
す
。
沙
門
乗
如
等
、
誠
に
歓
び
、
誠
に
喜
ん
で
謹
ん
で
言
す
。

大
暦
十
一
年
二
月
二
十
二
日　

京
城
の
釈
門
衆　

大
安
国
寺
上
座　

内
外
臨
壇
大
徳　

乗
如
等
、
状
進
す
。

勅
し
て
批
すi

。
仏
頂
真
言
の
神
力
、
普
き
を
救
う
。
受
持
・
厳
潔
に
し
て
霊
応
、
無
方
な
り
。
広
（

卍
続
蔵
本

一
八
二
左
）
歓
誦
習
し

て
群
品
を
拯
済
す
。
師
等
は
梵
園
の
領り

よ
う
し
ゆ
う

袖
、j

慰
す
る
こ
と
愜き

よ
う
と
う当

な

k

り
。
深
く
謝
す
る
と
知
ん
ぬ
。

沙

l

門
慧
朗m

等
、
言
す
。
伏
し
て
恩
勅
を
奉
じ
、
天
下
の
僧
尼
を
し
て
、
仏
頂
（

高
基
本
・
上

巻
二
丁
右

）尊
勝
真
言
を
誦
持
せ
し
む
る
は
、

諸
仏
の
心
目
、蒼そ

う
し
よ
う生

の
津
梁
な
りn

。
陛
下
、仏
の
付
囑
を
受
け
、申の

ぶ

る
に
法
化
を
以
て
す
。
慧
朗
の
跡
、緇し

　
も
ん門

にo

在
り
。
又
、

叨み
だ
り
　に

近
侍
し
て
愚
誠
の
分
、
実
に
驚
き
、
実
に
喜
ぶ
。

伏
し
て
惟
れ
ば
、陛
下
の
謀は

か

る
こ
と
聖
慈
に
協か

な

い
、陰ひ

そ

か
に
生
利
に
賛た

す

く
。
仁
寿
の
域
を
致
す
こ
と
、已
に
一
言
に
在
り
。

無む
き
よ
う疆

のp

休よ
き

を
播し

　

き
て
、以
て
万
国
を
靖し

ず

む
。山
川
鬼
神
、亦
た
寧や

す
ら
　か

な
ら
ざ
る
莫
し
。鳥
獣
魚
亀
、允ま

こ
と
　に

将
に
祐

さ
い
わ
いを

獲
ん
と
す
。

僧
に
将
進
の
路
有
り
、
俗
に
同
善
の
風
を
成
ず
。
此
れ
則
ち
陛
下
、
天
下
の
恩
を
超
え
、
忝

か
た
じ
け
なく

も
至し

　
ど
う道

をq

承
け
て
用
と
為
。

豈
に
愚
僧
、
日
用
し
て
知
る
者
な
ら
ん
や
。
生
植
の
沢

う
る
お
い、

以
て
云こ

こ

に
深
厚
な
り
。
誨か

い
ゆ
う誘

のr

徳
、
上
答
す
る
に
何
ぞ
陛
せ
ん
。

謹
ん
で
中
使
・
元
応
金
に
附
し
、
表
を
奉
じ
、
陳
謝
以
聞
す
。
誠
に
歓
び
、
誠
に
喜
ん
で
謹
ん
で
言
す
。

大
暦
十
一
年
二
月
二
十
三
日　

京
大
興
善
寺　

鎮
国
文
（

高
基
本
・
上

巻
二
丁
左

）
殊
内
閣
院
供
奉　

賜
紫
袈
裟　

沙
門
慧
朗
等
、

状
進
す
。

勅
し
て
批ひ

　

す
。
仏
頂
真
言
の
神
力
は
広
く
被
ら
し
む
。
庶
く
は
弘
益
を
資た

す

け
て
、
普
く
含
霊
に
及
ば
さ
ん
。
比ち

か
ご
　ろ

誦
持
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し
て
労
有
る
に
表
謝
せ
し
む
。

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
巻
上

　

上
都
千
福
寺
の
沙
門　

法
崇　

進
述　

【
Ⓐ
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
因
縁
と
概
要
】　
　

（
亮
汰
注
・
上
巻
・

『
懸
談
』
一
丁
右

）
蓋
し
聞
く
、
妙
途
凝
邃
に
し
て
理
は
有
無
を
出
で
、
至
道
希
夷
に
し
て
像
は
視
聴
に
超
ゆs

。
然
る
に
昏

衢
の
積
闇
、
慧
炬
に
資
し
て
以
て
冥
を
開
き
、
苦
海
の
横お

う
り
ゆ
う流

、
慈
舟
を
仮
て
溺
を
拯す

く

うt

。
是
に
知
ん
ぬ
、
三
千
の
世
界
、

倶
に
有
漏
の
津
に
霑う

る
お
　い

、
百
億
の
諸
天
、（

亮
汰
注
・
上

巻
一
丁
左

）
希ま

れ

に
無
明
の
境
を
出
ずu

。

粤こ
こ

に
天
子
有
り
、
其
れ
善
住v

と
名
づ
く
。
三
帰
の
果
満
じ
て
、
十
善
の
因
円ま

ど
かな

り
。
神
勝
殿w

の
中
に
怡た

の

し
み
、
宝
華
園

の
上
に
縱

ほ
し
い
ま
まに

し
てx

、
朝
は
妙
（

高
基
本
・
上

巻
三
丁
右

）
楽
を
観
ず
と
雖
も
、
千
齢
の
積せ

つ
け
い慶

、

y

未
だ
窮
ま
ら
ず
。
夜
は
空
声
七
日
の
余
、

殃
わ
ざ
わ
い

已す
で

に
近
き
こ
と
を
聴
きz

、
既
に
将
に
危
う
か
ら
ん
と
す
る
の
命
に
迫
り
、
旋つ

い

で
向さ

き

に
受
け
ん
と
す
る
の
躯{

に
驚
く
。

爰
に
喜
見
の
尊|

に
投
じ
て
、
式も

つ

て
憂
聞
の
懼お

そ
れ
　を

敍
べ
、
遂
に
桓か

ん
だ
い提

、

}

念
を
降
し
、
帝
尺
主
、
矜あ

わ
れ
　み

を
垂
る
る
こ
と
を
得
て
、

宝
池
に
俯
し
て
、
以
て
求
め
乞
う
。
希ね

が
わ
　く

は
方
に
金こ

ん
せ
ん山

を

~

仰
い
で
、
之ゆ

　

き
て
救
我
を
請
す
。

（
亮
汰
注
・
上
巻
・

『
懸
談
』
二
丁
右

）
世
尊
は
大
悲
、
物
を
拯
い
、
弘
道
、
生
を
済
う
。
俄に

わ
か
　に

笑
を
丹た

ん
し
ん唇

に
現
ず
。
遽に

わ
か
　に

光
を
紺こ

ん
ち
よ
う頂

に
流
すC

。

禍
を
滅
し
、
殃
を
銷
す
の
秘
法
、
妙
旨
、
爰
に
創は

じ

む
。
齢
を
延
ば
し
、
寿
を
益
す
の
奇
方
、
吉
祥
、
斯こ

こ

に
闡ひ

ら

く
。
故
に
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憍き
よ
う
し尸

はD

利
を
獲
て
、
一
時
に
四
弁
の
音E

を
聞
き
、
善
住
は
恩
を
蒙
り
て
、
六
日
に
三
希
の
歎
を
発
しF

、
宝
宮
に
居
し
て
徳

を
讃
じ
、
既
に
全
躯
を
賀
し
、
金
地G

に
樹
て
、
以
て
恩
に
酬
い
、
更
に
摩
頂
を
欣
わ
し
むH

。

【
Ⓑ
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
と
い
う
題
号
の
大
意
】

題
し
て
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』
と
称
す
る
は
、
蓋
し
当
部
の
都
名I

、
則
ち
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
懸
談
』
二
丁
左

）
此
の
経
の
別
目
な
り
。
其
の

文
と
為
す
ら
く
、
辞
は
約つ

づ
ま
　や

か
な
り
と
雖
ど
も
、
理
、
繁し

げ

し
。（

高
基
本
・
上

巻
三
丁
左

）
其
の
用
と
為
す
ら
く
、
実
に
功
、
深
く
し
て
、
利
、

大
な
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
骸
、
咒
土
に
霑う

る
お
　え

ば
、
天
宮
の
（

卍
続
蔵
本

一
八
三
右
）
楽
果
に
必
ず
登
り
、
体
、
遺
塵
を
拂
え
ば
、
地

獄
の
苦
報
を
斯
に
断
ずJ

。
故
に
摩
尼
浄
宝
は
妙
力
を
華
編
に
擬ぎ

　

し
、
閻
浮
檀
金
は
神
功
を
葉
偈
に
抵あ

　

て
し
むK

。

初
め
に
「
仏
」
の
号
を
称
し
て
、
先
ず
両
足
の
雄
名L

を
標
す
。
次
に
「
頂
」
の
言
を
説
く
。
方
に
一
身
の
貴
相
を
敍

ぶM

。「
尊
」
は
弥

い
よ
い
よ

高
き
を
以
て
称
を
立
て
、
教
体
の
（

大
正
蔵
本

一
〇
一
三
）
弥

い
よ
い
よ

高
き
を
彰
す
。（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
懸
談
』
三
丁
右

）「
勝
」
は
至
妙
を
以
て

名
を
受
け
、
仏
心
の
至
妙
を
表
す
。「
陀
羅
尼
」
と
は
梵
語
な
り
。
此
に
翻
じ
て
名
づ
け
て
総そ

う
じ
　持

と
曰
う
。
四
義
の
幽ゆ

う
し
ゆ
う宗

をN

包
み
、
一
経
の
極
指
を
括く

く

る
。「
経
」
と
は
常
な
り
。
亦
た
は
転
と
曰
う
な
り
。
八
十
八
恒O

の
衆
聖
、
同
じ
く
之
を
演

説
す
る
を
、
通
じ
て
常
と
称
し
、
三
十
三
類
の
諸
天
、
共
に
之
を
流
通
す
る
を
、
別
し
て
転
と
号
す
。
此
の
義
に
因
る
が

故
に
、
遂
に
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
と
曰
う
な
り
。

【
Ⓒ
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
十
門
分
別
】　
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（
高
基
本
・
上

巻
四
丁
右

）
将
に
此
の
経
を
釈
す
る
に
、
略
し
て
十
門
を
以
て
分
別
す
。

第
一
に
釈
其
教
主
（
其
の
教
主
を
釈
す
）、
第
二
に
以
処
表
事
（
処
を
以
て
事
を
表
す
）、
第
三
に
顕
教
被
機
（
教
被
の
機
を

顕
す
）、
第
四
に
は
見
身
同
異
（
身
の
同
異
を
見
る
）、
第
五
に
出
経
宗
体
（
経
の
宗
体
を
出
す
）、
第
六
に
聴
法
軌
儀
（
聴
法
の

軌
儀
）、
第
七
に
見
聞
得
利
（
見
聞
の
得
利
）、
第
八
に
釈
経
題
目
（
経
の
題
目
を
釈
す
）、
第
九
に
翻
訳
時
節
（
翻
訳
の
時
節
）、

第
十
に
依
文
判
釈
（
文
に
依
り
判
釈
す
）
な
り
。

第
一
の
其
の
教
主
を
釈
す
と
は
、『
大
智
度
論
』
に
依
り
て
云
わ
ば
、五
種
有
り
。
第
一
に
仏
の
説
、第
二
に
聖
弟
子
の
説
、

第
三
に
諸
天
の
説
、
第
四
に
神
仙
の
説
、
第
五
に
変
化
の
説
な
りP

。
今
、
此
の
経
の
中
、
但
だ
其
の
四
の
み
有
り
て
、
神

仙
の
説
無
し
。
仏
、
印
可
を
為
し
た
ま
え
ば
、
総
名
を
「
経
」
と
為
。
此
れ
即
ち
第
一
の
其
の
教
主
を
釈
し
竟
ん
ぬ
。

第
二
の
処
を
以
て
事
を
表
す
と
は
、
其
れ
に
三
種
有
り
。
第
一
に
国
を
以
て
事
を
表
し
、
第
二
に
林
を
以
て
事
を
表
し
、

第
三
に
園
を
以
て
事
を
表
す
。
且
く
第
一
に
国
を
以
て
事
を
表
す
は
、
即
ち
是
れ
室
（

高
基
本
・
上

巻
四
丁
左

）
羅
筏
国Q

な
り
。
漢
に
名

づ
け
て
聞
城
と
云
う
。
即
ち
是
れ
中
天
竺
国
の
勝
軍
王R
の
所
治
の
城
な
り
。
用も

つ

て
如
来
は
永
く
三
界
を
超
え
、
長
く
二
乗

を
出
で
、悲
は
四
生S

を
潤
し
、身
は
万
徳
を
円ま

ど
か
　に

す
る
を
表
す
。
故
に
遠
く
聞
城
に
居
す
。
第
二
に
林
を
以
て
事
を
表
す
は
、

即
ち
是
れ
誓
多
林T

な
り
。
漢
に
最
勝
林
と
云
う
。
此
れ
即
ち
、
是
れ
戦
勝
太
子U

所
施
の
林
な
り
。
用も

つ

て
如
来
の
七
覚
の
法

林V

、
一
切
を
慈じ

　

蔭お
ん

すW

る
を
表
す
。
第
三
に
園
を
以
て
事
を
表
す
は
、
即
ち
是
れ
給
孤
独
園X

な
り
。
此
れ
は
是
れ
須
達
長
者
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所
施
の
園
な
り
。
如
来
に
無
量
の
法
有
り
て
、
齎も

た
ら
　す

に
一
切
貧
乏
の
衆
生
に
給
施
す
る
を
表
す
。
此
れ
則
ち
、
是
れ
第
二

に
処
を
以
て
事
を
表
し
竟
ん
ぬ
。

第
三
に
教
被
の
機
を
顕
す
と
は
、
然
る
に
教
門
は
是
れ
一
に
し
て
、
学
す
る
所
に
三
有
り
。
故
に
『
智
度
論
』
に
云

くY

、
兔
・
馬
・
象
の
三
獣
、
河
を
渡
る
に
浅
深
異
有
り
。『
法
華
経
』
に
云
くZ

、
三
子
、
同
じ
く
一
門
に
出
づ
る
が
如
き
も
、

所
楽
各
別
な
り
。
仏
の
言
く
、（

高
基
本
・
上

巻
四
丁
左

）「
我
れ
若
し
小
乗
の
法
を
以
て
諸
衆
生
を
教
化
せ
ば
、
我
れ
即
ち
慳
貪
に
墮

す[

」
と
。
又
、『
維
摩
経
』
に
曰
く
、「
仏
、
一
音
を
以
て
法
を
演
説
し
、
衆
生
、
類
に
随
て
各
お
の
解
を
得\

」
と
。
上
・
中
・

下
の
智
、
各
お
の
観
ず
る
こ
と
別
な
る
が
故
な
り
。
下
智
の
観
の
故
に
声
聞
の
菩
提
、
中
智
の
観
の
故
に
縁
覚
の
菩
提
、

上
智
の
観
の
故
に
諸
仏
の
菩
提
な
り
。
此
れ
則
ち
第
三
に
教
の
被
機
を
顕
し
竟
ん
ぬ
。

第
四
に
身
の
同
異
を
見
る
と
は
、
大
梵
王]
は
仏
の
身
長
を
千
尺
と
見
る
が
如
し
。
又
、（

卍
続
蔵
本

一
八
三
左
）
応
持
菩
薩
は
仏
の
身

長
を
丈
六
と
見
る
が
如
し^

。
即す

な
わ便

ち
仏
の
頂
上
を
量
る
に
、
無
数
の
世
界
に
過
ぎ
、
華
上
の
仏
刹
に
至
り
、
還
て
如
来
の

身
は
長
丈
六
な
り
と
見
る_

。『
報
恩
経
』
に
云
う
が
如
し`

。
外
道
は
仏
を
見
て
、
孩
子
を
想
う
が
如
し
。
声
聞
の
人
の
如

き
は
、
但
だ
丈
六
身
を
見
る
。
菩
薩
は
無
辺
身
を
見
、
諸
仏
は
法
性
身a

を
見
る
。
所ゆ

え以
に
『
華
厳
経
』
に
曰
くb

、
譬
え
ば

浄
満
月
の
水
、
水
は
悉
く
能
く
現
ず
る
が
如
し
。
影
像
は
無
量
と
雖
も
、
本
質
は
未
だ
差
別
あ
ら
ず
。
諸
（

高
基
本
・
上

巻
五
丁
左

）
仏

の
法
も
是
の
如
く
、
感
に
随
い
て
衆
像
を
現
ず
。
化
相
は
無
量
と
雖
も
、
法
体
に
差
別
無
し
。
此
れ
則
ち
第
四
に
身
の
同
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異
を
見
竟
ん
ぬ
。

第
五
に
経
の
宗
体
を
出
す
と
は
、
外
道
・
小
乗
は
各
各
同
じ
か
ら
ず
。『
涅
槃
経
』
の
如
き
は
、
仏
性
を
以
て
宗
と
為c

、『
大

般
若
経
』
は
空
慧
を
以
て
宗
と
為d

、『
維
摩
経
』
は
不
思
議
を
以
て
宗
と
為e

、『
大
集
経
』
は
陀
羅
尼
を
以
て
宗
と
為f

。
今

は
此
の
経
も
亦
た
陀
羅
尼
を
以
て
宗
と
為
、
一
切
法
を
以
て
経
体
と
為
。
所
以
に
『
華
厳
経
』

附
録
四
右
に
『
旧
華
厳
』

を
引
く
。
是
に
同
じ

に
云
く
、

一
切
世
間
、
諸
仏
の
境
、
皆
な
悉
く
能
く
法
輪
を
転
ぜ
し
め
、
法
に
於
て
自
在
に
し
て
縛
無
し
。
是
れ
を
如
来
の
真
実
智

と
謂
うg

。
又
、
契
経
に
教
体
を
説
く
に
、
其
れ
に
両
種
有
り
。
一
は
文
を
以
て
教
体
と
為
、
二
は
義
を
以
て
教
体
と
為
。

此
に
総
じ
て
一
切
を
攝
す
。
今
は
一
切
法
を
以
て
教
体
と
為
。
此
れ
即
ち
第
五
に
経
の
宗
体
を
出
し
竟
ん
ぬ
。

第
六
に
聴
法
の
軌
儀
と
は
、『
大
集
（

高
基
本
・
上

巻
六
丁
右

）
経
』
に
依
り
て
云
わ
ばh

、
説
法
者
は
三
種
の
想
を
作
せ
。
第
一
に
医

王
の
想
を
作
し
、
第
二
に
救
病
の
想
を
作
し
、
第
三
に
抜
苦
の
想
を
作
す
。
聴
法
者
も
亦
た
三
種
の
想
を
作
せ
。
第
一
に

甘
露
の
想
を
作
し
、
第
二
に
醍
醐
の
想
を
作
し
、
第
三
に
除
病
の
想
を
作
す
。
又
、『
智
度
論
』
に
云
く
、「
聴
法
者
は
一

心
に
端
視
し
て
、
渇
し
て
漿し

よ
う
　を

思
う
が
如
く
、
飢
え
て
食
を
思
う
が
如
く
、
法
を
聞
き
て
歓
喜
す
べ
しi

」
と
。
又
、『
智

度
論
』
に
云
くj

、
聴
法
に
其
れ
三
種
有
り
。
一
は
恭
敬
供
養
、
二
は
受
持
読
誦
、
三
は
繋け

　
ね
ん念

思
惟
な
り
。
第
一
の
恭
敬
供

養
と
は
、
是
れ
身
業
の
善
、
能
く
聞
慧
を
生
じ
て
三
種
の
福
を
得
。
一
は
長
命
人
相
具
足
（
長
命
の
人
相
を
具
足
す
）、
二

は
大
富
饒
財
宝
（
大
い
に
財
宝
富
饒
な
り
）、
三
は
蓮
華
化
生
（
蓮
華
よ
り
化
生
すk

）
な
り
。
第
二
の
受
持
読
誦
と
は
、
是
れ
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口
業
の
善
、
能
く
思
慧
を
生
じ
て
四
種
の
福
を
得
。
一
は
所
言
人
信
（
言
う
所
、
人
信
ず
）、
二
は
所
言
人
順
（
言
う
所
、
人

順
ず
）、
三
は
眷
属
団
円
、
四
は
不
被
誹
謗
（
誹
謗
を
被
ら
ず
）
な
り
。
第
（

高
基
本
・
上

巻
六
丁
左

）
三
の
繋
念
思
惟
と
は
、
是
れ
意
業
の

善
、
能
く
修
慧
を
生
じ
て
三
種
の
福
を
得
。
一
は
衣
食
自
然
、
二
は
得
大
端
正
（
大
端
正
を
得
）、
三
は
得
大
智
慧
（
大
智

慧
を
得
）
な
り
。
此
れ
則
ち
、
是
れ
第
六
に
聴
法
の
儀
軌
を
竟
ん
ぬ
。

第
七
に
見
聞
の
得
利
と
は
、
其
れ
に
両
種
有
り
。
一
は
見
聞
得
利
、
二
は
不
見
不
聞
不
得
利
な
り
。
一
は
見
聞
得
利
（
見

聞
し
て
利
を
得
）
と
は
、『
涅
槃
経
』
に
曰
くl

、
若
し
善
男
子
・
善
女
人
有
り
て
、
一
た
び
大
乗
経
を
聞
き
、
億
百
千
劫
に

三
塗
・
八
難
に
墮
せ
ず
。
又
、『
涅
槃
経
』
に
云
くm

、
一
恒
河
沙
の
諸
仏
の
前
に
於
て
善
根
を
種
え
、
暫
く
大
乗
経
を
聞

く
こ
と
を
得
。
二
恒
河
沙
の
諸
仏
の
前
に
於
て
善
根
を
種
え
、
大
乗
経
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
誹
謗
を
生
ぜ
ず
。
三
恒
河

沙
の
諸
仏
の
前
に
於
て
善
根
を
種
え
、
能
く
歓
喜
礼
拝
す
。
四
恒
河
沙
の
諸
仏
の
前
に
於
て
善
根
を
種
え
、
能
く
書
写
し

流
（

卍
続
蔵
本

一
八
四
右
）
通
す
。
五
恒
河
沙
の
諸
仏
の
前
に
於
て
善
（

高
基
本
・
上

巻
七
丁
右

）
根
を
種
え
、
能
く
受
持
し
読
誦
す
。
明
か
に
大
乗
経
、

甚
だ
得
難
き
を
知
ん
ぬ
と
云
云
。
又
、
此
の
経
の
下
文
に
、「
若
し
須
臾
に
も
此
の
陀
羅
尼
を
聞
く
を
得
る
こ
と
有
ら
ば
、

千
劫
已
来
、
積
造
の
悪
業
の
聞
は
、
悉
く
消
滅
し
て
、
更
に
復
た
悪
道
の
身
を
受
け
ず
。
当
に
諸
仏
の
浄
土
に
生
ず
べ

しn

」
と
。
又
、『
涅
槃
経
』
に
曰
くo

、
仮
使
い
人
有
り
て
王
の
庫
蔵
を
開
き
、
一
日
布
施
し
て
得
る
所
の
功
徳
、
無
量
無

辺
な
り
と
も
、
人
有
り
て
一ひ

と
く
ち口

に
仏
の
功
徳
を
称
す
る
に
如
か
ず
。
何
に
況
や
大
乗
経
典
を
聞
く
を
得
ん
を
や
。
又
、『
提

謂
経
』
に
曰
く
、「
聴
法
を
論
ぜ
ず
と
も
、
但
だ
寺
に
入
ら
ば
、
即
ち
五
種
の
功
徳
を
得
。
一
は
端
正
に
三
宝
を
見
て
、
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心
に
歓
喜
を
生
ず
る
を
為
す
故
な
り
。
二
は
好
声
に
念
仏
を
為
す
故
な
り
。
三
は
天
に
生
じ
て
悪
業
余
ら
ざ
る
が
故
な
り
。

四
は
尊
貴
も
て
一
切
三
宝
に
礼
す
る
を
為
す
故
な
り
。
五
は
（

大
正
蔵
本

一
〇
一
四
）
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
を
得
て
余
の
福
有
り
と
為
す

が
故
な
りp

」。

第
二
に
不
見
不
聞
不
得
利
（
見
ず
聞
か
ず
し
て
利
を
得
ず
）
と
は
、
其
れ
に
七
種
有
り
。
一
は
造
悪
の
衆
生
、（

高
基
本
・
上

巻
七
丁
左

）

二
は
受
楽
の
衆
生
、
三
は
地
獄
の
衆
生
、
四
に
は
餓
鬼
の
衆
生
、
五
は
畜
生
の
衆
生
、
六
は
病
患
の
衆
生
、
七
は
遠
行
の

衆
生q

な
り
。
第
一
の
造
悪
の
衆
生
と
は
、
十
悪
・
五
逆
を
貪
造
し
て
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
と
云
云
。
第
二
の
受
楽
の
衆

生
と
は
、
人
間
の
富
貴
者
の
如
き
は
、
衣
は
羅ら

　
き
　綺

をr

以
い
、
食
は
酒
肉
を
以
い
、
若
し
は
上
界
の
諸
天
に
於
て
三さ

ん
じ
ゆ
え
　

銖
衣s

を

着
し
、
五
欲
楽
貪
し
て
快
楽
を
受
け
、
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
と
云
云
。
第
三
の
地
獄
の
衆
生
と
は
、
八
地
獄
・
四
増
・

十
六
隔t

等
の
為
に
、
皆
な
刀
山
有
り
て
目
に
満
じ
、
剣
樹
は
身
を
侵お

か

し
て
、
猛
火
は
上か

み

を
焼
き
、
刀
輪
は
下し

も

を
切
り
、
受

苦
を
貪
る
が
故
に
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
と
云
云
。
第
四
の
餓
鬼
、
第
五
の
畜
生
、
第
六
の
病
患
、
第
七
の
遠
行
、
此
の

四
種
は
義
意
を
以
て
之
を
釈
す
と
云
云
。

第
八
に
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
一
丁
右

）
経
の
題
目
を
釈
す
と
は
、
其
れ
に
三
種
有
り
。
一
に
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
と
名
づ
け
、（

高
基
本
・
上

巻
八
丁
右

）

二
に
延
寿
と
名
づ
け
、
三
に
善
吉
祥
と
名
づ
く
。「
仏
」
と
言
う
は
、
三
覚u

の
号
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
仏
と
為
。「
頂
」

と
は
一
身
の
勝
な
り
。
立
つ
る
を
以
て
頂
と
名
づ
く
。「
尊
」
と
は
三
世
の
如
来
の
共
に
尊
ず
る
所
の
故
な
り
。「
勝
」
と

は
二
乗
の
及
ば
ざ
る
所
の
故
な
り
。「
陀
羅
尼
」
と
は
翻
じ
て
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
一
丁
左

）
総そ

う
じ
　持

と
云
う
。
総
持
の
義
、
其
れ
に
四
種
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有
り
。
具
に
は
上
に
説
く
が
如
し
。
故
に
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
と
言
う
。

第
九
に
翻
訳
の
時
節
と
は
、
西
南
の
国
、
罽け

い
ひ
ん賓

とv

名
づ
く
る
に
婆ば

　
ら
　
も
ん

羅
門
有
り
。
名
は
仏
陀
波
利
な
り
。
生
れ
て
末
法
に

居
し
、
聖
容
を
覩
ず
。
遍
く
図
書
を
覧
て
、
経
論
を
披
撿
す
る
に
、
大
士
文
殊
師
利
、
五
臺
山
に
在い

ま

し
て
、
諸
菩
薩
の
為

に
『
華
厳
経
』
を
説
き
た
ま
う
こ
と
を
聞
くw

。
遂
に
即
ち
錫
杖
を
身
に
随
え
、
衣
鉢
を
体
に
随
え
、
天
竺
よ
り
発
ち
て
震し

ん

旦た
ん

にx

来
詣
す
。
儀
鳳
元
年y

に
至
り
て
五
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
二
丁
右

）
臺
山
の
下ふ

も
と
　に

到
る
。
黒
雲
靉あ

い
あ
い靉

、
白
霧
莽も

う
も
う莽

た
る
有
り
て
、
来
路
、

知
る
こ
と
莫
し
。
去
道
、
誰
か
弁
ぜ
ん
。
遂
に
即
ち
誠
心
に
頂
礼
し
、
五
体
も
て
帰
依
す
。（

高
基
本
・
上

巻
八
丁
左

）
須し

ゆ
ゆ
　臾

の
間z

、
雲

開
け
て
霧
散
じ
、
煥か

ん
ね
ん然

と
し
て
除じ

よ
と
う蕩

し{

、
煙
雲
有
る
こ
と
無
し
。
次
い
で
復
た
前さ

き

に
行
く
こ
と
数
十
余
里
、
乃
ち
地
に
高

山
聳
え
、天
に
翠す

い
れ
い嶺

連
ら
ぬ
を
見
る
。
神
を
崇
め
て
志
を
励
し
、徐

お
も
む
ろに

歩
み
て
緩

ゆ
る
や
かに

登
り
、五
里
已
来
を
過
ぐ
。
忽
に
瑞
雲
、

蓋
の
如
き
な
る
を
見
る
。
乃
ち
益

ま
す
ま
す悲

泣
す
。
涙
を
流
し
て
合
掌
し
、
歎
じ
て
曰
く
、「
人
は
是
れ
凡
人
、
聖
は
是
れ
大
聖

な
り
。
冥
加|

に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
何
を
以
て
か
（

卍
続
蔵
本

一
八
四
左
）
見
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。

未
だ
首こ

う
べ
　を

挙
げ
ざ
る
頃
、
忽
に
一
老
人
を
見
る
。
素
服
皓
首}

に
し
て
、
儀
宇
肅
然
た
り
。
婆
羅
門
の
音
を
具
し
、
仏
陀

波
利
に
謂
い
て
曰
く
、「
大
徳
よ
、
遠
く
よ
り
来
た
る
、
甚
大
に
辛
苦
な
り
」
と
。
波
利
の
曰
く
、「
故

こ
と
さ
らに

来
た
り
て
文
殊

を
礼
謁
す
。
豈
に
辛
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
二
丁
左

）
苦
を
辞
せ
ん
」
と
。
老
人
の
曰
く
、「
此
土
の
衆
生
、
罪
を
造
る
者
は
多
く
、
福
を

修
め
る
者
は
少
し
。
死
し
て
地
獄
に
入
る
者
は
無
量
無
辺
、
諸
の
浄
土
に
生
ず
る
者
は
万
が
中
に
一
も
無
し
。
其
れ
尊
勝

陀
羅
尼
は
、
甚
だ
此
土
の
衆
生
を
救
う
。
不い

ぶ
か
し審

、
大
徳
よ
、
経
を
将も

　

ち
来
た
る
や
以い

な否
や
。
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仏
陀
波
利
の
曰
く
、「
但
だ
是
れ
（

高
基
本
・
上

巻
九
丁
右

）
経
論
、
一
も
将も

　

ち
来
た
ら
ず
。
但
だ
文
殊
を
礼
拝
せ
ん
が
為
な
り
。
故

に
此
に
来
至
す
」
と
。
老
人
の
曰
く
、「
大
徳
よ
、
却し

り
ぞ
　い

て
西
国
に
還
て
、
此
の
経
を
取
り
来
て
、
広
く
群
品
を
利
し
、

天
堂
の
門
を
開
き
、
地
獄
の
苦
を
済
う
べ
し
。
後
に
会
し
て
相
い
見ま

み

え
ば
、
必
ず
文
殊
を
示
さ
ん
。
縱
い
今
、
見
る
こ
と

を
得
れ
ど
も
、
未
だ
必
ず
し
も
識
る
こ
と
能
は
ず
」
と
。
言
い
訖
て
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。

時
に
仏
陀
波
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
参
丁
右

）
利
は
所
親
を
喪そ

う

す
る
が
如
く
、
悲
泣
し
懊
悩
せ
り
。
是
に
於
て
杖
策
し
て
西
に
乗
ず
。

屡し
ば
し
ば、

寒
暑
に
移
り
、
周
遊
す
る
こ
と
九
万
里
、
来
去
す
る
こ
と
十
余
年
な
り
。
永
淳
二
歳~

、
還
て
大
唐
に
至
る
。
将も

　

つ
所

の
梵
本
、
宮き

ゆ
う
け
つ闕

にT

奉
進
す
。
並
に
老
人
の
事
由
を
具
し
、
委
悉A

に
し
て
同
時
に
倶
に
奉
ず
。
是
の
月
、
屡

し
ば
し
ば問

を
垂
る
こ

と
を
蒙
り
、
優
賓
特
殊
な
り
。
爰
に
右
司
に
勅
し
て
、
絹
三
十
匹
を
賜
う
。
時
に
中
天
竺
国
の
訳
経
の
三
蔵
・
地じ

　
ば
　
か
　
ら
　

婆
訶
羅B

、

唐
に
は
日
照
と
云
う
。
風
を
五
印
に
宣
べ
、
化
を
九
州
に
流
す
。
勅
し
て
此
の
法
師
を
請
し
、
並
に
典
客
令
・
杜と

　
こ
う
ぎ
　

行
顗C

等

を
追
て
、
内
に
於
て
翻
訳
せ
し
む
。
翰
簡
、
斯
に
（

高
基
本
・
上

巻
九
丁
左

）
畢
て
于
聖
に
奉
献
す
。
曽
て
未
だ
聞
か
ざ
る
所
な
り
、
常

の
珍
敬
に
倍
す
。
毎
日
、
先
に
披ひ

ら

く
こ
と
数
遍
し
て
、
後
に
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
三
丁
左

）
万
機
を
履ふ

　

み
た
も
う
。
之
を
内
宮
に
秘
し
て
、

外
に
有
ら
し
む
る
こ
と
無
し
。
波は

　
り
　利

、
竊ひ

そ
か
　に

惟お
も

い
て
云
く
、「
応
感
す
る
に
此
の
神
人
、
備つ

ぶ

さ
に
説
か
く
。
尊
勝
の
功
能
は
、

此
土
の
含
生
、
潤
を
蒙
む
る
こ
と
、
豈
に
復
た
九
重D
、
頼
み
有
り
、
万
姓
、
憑

よ
り
ど
こ
ろ

無
か
ら
ん
や
。
比こ

の
ご
ろ者

、
命
を
委ゆ

だ

ね
、
生

を
捐す

　

て
、
労
苦
を
辞
せ
ざ
る
こ
と
は
、
天
人
福
利
し
、
幽
顕
の
安
有
ら
ん
こ
と
を
冀き

　
ぼ
う望

す
」
と
。
是
に
於
て
表
を
も
て

紫し
　
び
　微

に

E

叫
ぶ
。「
庶

こ
い
ね
がわ

く
は
玄
沢
を
流
し
て
、
載す

な
わ
　ち

経
本
を
布た

つ

し
、
未
聞
に
伝
示
し
た
ま
え
」
と
。
皇
上
、
此
の
懇
誠
を

愍
れ
ん
で
、
其
の
前
志
を
允ゆ

る

す
。
勅
す
ら
く
、
未
だ
訳
さ
ざ
るF

者
を
附
し
、
已
に
訳
す
る
者
を
留
め
、
既
に
本
懐
を
遂
げ
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し
め
ん
と
。
悲
欣
交

こ
も
ご
も集

ま
り
、
頂
戴
し
、
跪
受
し
て
恒
の
心G

に
百
倍
す
。

然
れ
ど
も
貝ば

い
よ
う葉

の
天
文
、
未
訣
の
句
義
、
若
し
重
ね
て
訳
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
豈
に
将
来
を
訓
ぜ
ん
や
。
沙
門
・

順じ
ゆ
ん
て
い貞

は

H

西
明
寺
の
僧
な
り
。
妙
に
（

亮
汰
注
・
上
巻
・

『
科
註
』
四
丁
右

）
梵
語
を
閑な

ら

い
、
弥あ

ま
ね
 く

経
文
を
解
す
。
乃
ち
大
徳
・
測
法
師I

、
並
び
に

罽
賓
三
蔵J

と
与と

も

に
、
西
明
寺
に
於
て
、
再
び
更
に
翻
（

高
基
本
・
上

巻
十
丁
右

）
出
す
。

即
ち
日
照
三
蔵
は
先
に
訳
す
る
所
、波
利
法
師
は
後
に
翻
ず
る
所
な
り
。
文
質
は
少
異
な
り
と
雖
も
、義
理
は
殊
な
ら
ず
。

其
の
両
本
を
尋た

ず

ぬ
る
に
、
是

K

れ
永
淳
二
年
の
翻
な
り
。
波
利
は
還
て
梵
本
を
齎も

た
ら
 し

、
五
臺
山
に
入
るL

。
爾
れ
よ
り
今
に
迄

る
ま
で
音
塵
、
嗣
ぐ
こ
と
無
し
。
是
に
知
ん
ぬ
、
大
権
の
方
便
、
文
殊
の
引
接
な
り
。
千
歳
の
一
遇
、
其
れ
此
の
謂
い
か
。

羅
什
の
古
訳M

、
還
て
一
本
有
り
。

　
注

１『
大
正
蔵
経
』に
収
録
さ
れ
る
漢
訳
経
典
と
し
て
は
、仏
陀
波
利
訳『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
七
番
）、杜
行
顗
訳『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』

（
同
九
六
八
番
）、
地
婆
訶
羅
訳
『
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
九
番
）、
同
『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』（
同
九
七
〇
番
）、
義

浄
訳
『
仏
説
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
同
九
七
一
番
）
が
あ
る
。
そ
の
他
、
儀
軌
を
含
め
て
関
係
資
料
と
し
て
は
、
不
空
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

念
誦
儀
軌
法
』（
同
九
七
二
番
）、
伝
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
儀
』（
同
九
七
三
番
）、
法
天
訳
『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
経
』（
同
九
七
四

番
Ａ
）、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』（
同
九
七
四
番
Ｂ
）、
武
徹
述
『
加
句
霊
験
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
記
』（
同
九
七
四
番
Ｃ
）、
伝
不
空
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
注
義
』（
同
九
七
四
番
Ｄ
）、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
真
言
』（
同
九
七
四
番
Ｅ
）、
若
那
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
別
法
』（
同
九
七
四
番
Ｆ
）
等
が

あ
る
。

２	

不
空
（A

m
oghavajra

）
は
、『
金
剛
頂
経
』『
理
趣
経
』
等
の
数
多
の
密
典
を
翻
訳
す
る
と
と
も
に
、
大
興
善
寺
を
拠
点
に
密
教
宣
布
に
勤
め
た
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こ
と
で
知
ら
れ
、
真
言
密
教
の
付
法
第
六
祖
に
数
え
ら
れ
る
。

３
『
貞
元
録
』
の
読
解
に
あ
た
り
、
川
崎
大
師
平
間
寺
所
蔵
の
版
本
を
参
照
し
た
。
川
崎
大
師
関
係
各
位
の
ご
高
配
に
つ
き
、
紙
面
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。

４
『
表
制
集
』
巻
一
「
請
置
大
興
善
寺
大
徳
四
十
九
員　

勅
一
首
」。

	

「
…
（
中
略
）
…
法
崇
…
（
中
略
）
…
前
件
の
大
徳
四
十
九
人
、
並
に
道
業
は
清
高
に
し
て
、
経
戒
に
洞
明
す
。
衆
の
欽
尚
す
る
所
に
し
て
、
師

範
為
る
に
堪
う
」（『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻
八
三
〇
頁
中
〜
下
段
）

	

高
基
は
、
右
表
制
の
他
、
杲
宝
口
・
賢
宝
記
『
理
趣
釈
秘
要
鈔
』
四
の
「
法
崇
法
師
は
、
不
空
三
蔵
の
面
受
弟
子
な
り
云
々
」（
高
基
本
「
付
録
」

三
丁
右
）
を
引
い
て
い
る
。

５
『
表
制
集
』
巻
二
「
化
度
寺
文
殊
師
利
護
国
万
菩
薩
堂
三
長
斎
月
念
誦
僧
二
七
人
」。

	

「
…
（
中
略
）
…
千
福
寺
の
大
徳	
法
崇
…
…
（
中
略
）
…
…
去
年
十
二
月
二
十
三
日
の
恩
命
を
奉
じ
、
香
を
賜
り
、
兼
ね
て
口
勅
を
宣
せ
ら
れ
、

不
空
に
命
じ
て
念
誦
の
大
徳
を
簡
択
せ
し
め
、
及
び
寺
主
智
蔵
に
命
じ
て
専
ら
道
場
を
撿
挍
せ
し
む
。
其
れ
前
件
の
大
徳
等
、
或
は
業
は
真
言
に

茂
え
、
学
は
戒
律
に
通
ず
。
或
は
妙
旨
を
敷
宣
し
、
真
乗
を
転
読
す
。
望
み
て
抽
く
に
此
の
中
に
住
し
、
毎
年
三
長
斎
月
に
道
場
を
精
建
し
、
国

の
為
に
念
誦
せ
し
む
」（『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻
八
三
四
頁
下
段
〜
八
三
五
上
段
）

６
『
表
制
集
』
巻
一
「
請
再
訳
仁
王
経　

制
書
一
首
」（『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻
八
三
一
頁
中
段
）。『
仁
王
経
』
の
再
訳
に
つ
い
て
は
、『
貞
元
録
』
に

よ
り
詳
し
い
記
事
が
見
ら
れ
る
。

	

「
再
び
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
二
巻
を
訳
す
。
右
一
部
二
巻
、大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
不
空
の
奏
す
る
所
、此
れ
第
四
訳
に
当
つ
。
…
（
中
略
）

…
…
永
泰
元
年
四
月
二
日
、恩
旨
頒
下
し
て
斯
の
経
を
訳
せ
し
む
。
爰
に
京
城
義
学
の
大
徳
を
集
め
て
、制
に
応
じ
て
翻
訳
す
。
一
十
七
人
の
三
蔵
、

大
興
善
寺
の
沙
門
三
蔵
不
空
、梵
本
を
訳
す
。
大
聖
千
福
法
花
寺
の
沙
門
法
崇
、梵
本
の
義
を
証
す
」（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
八
八
四
頁
中
〜
下
段
、

版
本
巻
第
一
五
の
一
七
丁
右
〜
左
）

７	

訳
場
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
―
ス
ー
ト
ラ
が
経
典
に
な
る
と
き
』
に
詳
し
い
。
証
梵
文
義
と
は
、
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い
わ
ゆ
る
証
義
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
五
八
頁
（
北
宋
の
天
息
災
の
訳
場
の
事
例
）
で
は
、
証
義
に
つ
い
て
、「
訳
主
の
左
に
坐
り
、
訳
主
と
共

に
梵
語
の
文
（
の
意
味
内
容
に
何
か
問
題
が
な
い
か
）
を
討
議
す
る
」
と
し
て
い
る
。

８	「
其
の
『
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
経
』
は
、
即
ち
代
宗
睿
文
孝
武
皇
帝
の
大
暦
年
中
、
第
五
訳
に
当
つ
。
特
進
試
鴻
臚
卿
大
興
善
寺
の
三
蔵
沙
門
大
広

智
不
空
、
梵
文
を
宣
訳
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
訳
語
の
大
徳
、
千
福
寺
の
沙
門
法
崇
、
梵
文
を
証
す
。
兼
ね
て
『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』
一

巻
を
訳
す
」（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
八
八
七
頁
下
段
〜
八
八
八
頁
上
段
、
版
本
巻
第
一
六
の
七
丁
左
〜
八
丁
左
）

９	

宗
叡
撰
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』	（
大
正
蔵
二
一
七
四
番
Ａ
）
に
、「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
疏
一
部
二
巻
」（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻
一
一
一
〇

頁
中
段
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

10	

高
基
本
「
付
録
」
一
丁
右
で
も
、
宗
叡
『
新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
』
に
記
載
に
つ
い
て
、「
作
者
名
を
闕
す
」
と
疑
問
を
呈
す
が
、「
恐
ら
く
は

是
れ
今
の
疏
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

11	

法
崇
疏
が
『
貞
元
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
書
を
読
み
始
め
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
各

種
の
経
典
目
録
で
疑
偽
経
典
と
指
摘
さ
れ
た
『
提
謂
波
利
経
』
を
積
極
的
に
用
い
る
点
で
あ
る
（
後
述
）。
ま
た
本
書
で
は
、
具
体
的
な
経
典
・

論
書
名
を
出
し
な
が
ら
も
、
そ
の
引
用
と
目
さ
れ
る
本
文
が
、
ま
っ
た
く
現
存
の
『
大
正
蔵
経
』
等
の
本
文
と
一
致
し
な
い
傾
向
が
看
取
さ
れ
る

（
や
や
も
す
る
と
不
正
確
な
引
用
に
見
え
る
）。
法
崇
は
何
を
目
的
に
、
誰
を
読
者
と
想
定
し
、
い
か
な
る
経
典
・
論
書
を
参
照
し
た
の
か
、
す
べ

て
の
国
訳
を
終
え
た
上
で
再
考
を
試
み
た
い
。

12	

松
長
有
慶
『
密
教
の
相
承
者
―
そ
の
行
動
と
思
想
』（
評
論
社
、
一
九
七
三
年
）
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
（
文
殊
信
仰
の
流
布
）、
岩
崎
日
出
男
「
不

空
三
蔵
の
五
臺
山
文
殊
信
仰
の
宣
布
に
つ
い
て
」（『
密
教
文
化
』
一
八
一
、一
九
九
三
年
）、山
口
史
恭
「
中
国
―
中
期
密
教
の
請
来
と
展
開
」（『
空

海
と
イ
ン
ド
中
期
密
教
』
一
一
六
頁
、
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
）
等
。

13	『
表
制
集
』
巻
二
「
請
太
原
号
令
堂
安
像
浄
土
院
抽
僧　

制
書
一
首
」。

	

「
太
原
府
の
大
唐
興
国
太
崇
福
寺
は
、
高
祖
神
堯
皇
帝
の
義
を
起
す
処
に
中
る
。
号
令
堂
は
普
賢
菩
薩
像
一
鋪
を
安
置
す
る
こ
と
を
請
う
。
浄
土
院
は

灌
頂
道
場
処
に
し
て
、
二
七
の
僧
を
簡
択
し
、
国
の
奉
為
に
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
長
誦
す
る
こ
と
を
請
う
」（『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻
八
三
七
頁
下
段
）
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14
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
法
』
は
、『
表
制
集
』
の
自
撰
録
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
七
一
年
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
資
料
の
訳
出
年
次
に
つ
い
て
、
唯
一
言
及
す
る
の
が
、
慧
琳
撰
『
一
切
経
音
義
』	(

大
正
蔵
二
一
二
八
番)	

で
あ
り
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
と

明
記
す
る
。

	
「
又
、
代
宗
文
武
皇
帝
の
広
徳
二
年
甲
辰
歳
に
至
て
、
三
蔵
大
広
智
不
空
、
長
安
大
興
善
寺
に
於
て
『
仏
頂
尊
勝
念
誦
供
養
法
』
一
巻
二
十
紙
を

訳
出
す
。
沙
門
飛
錫
、
筆
授
す
。
此
れ
第
八
訳
な
り
」（『
大
正
蔵
経
』
五
四
巻
五
四
四
頁
上
段
）

	

　

し
か
し
、
そ
の
年
次
の
典
拠
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
論
者
は
七
七
〇
年
に
前
後
す
る
翻
訳
編
纂
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
い
。

15	『
表
制
集
』
巻
五
「
天
下
の
僧
尼
に
勅
し
、
尊
勝
真
言
を
誦
せ
し
む
制
、
一
首
」（『
卍
続
蔵
経
』
一
〇
四
巻
二
五
〇
丁
左
、『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻

八
五
二
頁
下
段
）。
編
纂
当
初
の
法
崇
疏
に
存
在
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
現
行
の
法
崇
疏
冒
頭
に
は
、
経
典
注
釈
に
先
立
っ
て
、
当
表
制
を
含

む
三
首
が
列
記
さ
れ
る
（
後
述
）。

16	

亮
汰
注
に
つ
い
て
は
、「
京
都
大
学
貴
重
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
お
い
て
電
子
公
開
さ
れ
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
閲
覧
し
た
。

17	

「
各
各
の
文
処
に
一
字

千
字

文

を
上
に
し
、
単
圜
を
下
し
て
電
覧
の
易
き
に
便
り
す
。
其
の
余
、
全
く
栂
尾
の
蔵
本
に
同
な
り
」（
高
基
本
「
付
録
」

一
丁
右
）

18	

「
此
の
疏
の
科
註
・
冠
註
、
已
に
世
に
行
ず
と
雖
も
、『
疏
』
の
全
篇
を
写
さ
ざ
れ
ば
、
経
の
伝
来
を
顕
す
こ
と
能
わ
ず
。
惜
し
い
哉
、
今
全
玉
を

刻
し
て
、
代
宗
、
僧
尼
を
し
て
神
咒
を
誦
せ
し
む
る
の
事
縁
と
、
文
殊
度
生
の
深
重
な
る
と
、
三
蔵
罽賓

西
天
来
去
の
辛
勤
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

是
れ
開
板
者

高基
の
素
志
な
り
」（
高
基
本
・「
付
録
」
一
丁
左
）

19
「
中
国
の
在
家
仏
教
特
に
庶
民
仏
教
の
一
経
典
―
提
謂
波
利
経
の
歴
史
―
」（『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
二
巻
『
北
朝
仏
教
史
研
究
』
大
東
出
版
社
、

一
九
七
四
年
）
二
〇
三
〜
二
〇
八
頁
に
詳
し
い
。

20	

牧
田
諦
亮
「
敦
煌
本
提
謂
経
の
研
究
（
上
）
―
安
世
高
訳
分
別
善
悪
所
起
経
と
の
類
似
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
、一
九
六
八
年
）、『
牧

田
諦
亮
全
集
』
第
一
巻
（
疑
経
研
究
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
四
種
の
敦
煌
本
と
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
本
（
ス
タ

イ
ン
本
：
二
〇
五
一
番
）、
北
京
図
書
館
蔵
本
、
ソ
連
ア
ジ
ア
民
族
研
究
所
本
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
本
（
ペ
リ
オ
本
：
三
七
三
二
番
）
で
あ
る
。
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牧
田
は
前
三
本
を
『
提
謂
波
利
経
』
の
下
巻
、
後
の
一
本
を
上
巻
に
同
定
し
て
い
る
。

21	

法
崇
疏
の
『
提
謂
波
利
経
』
引
用
を
う
け
て
、
高
基
は
「
付
録
」（
四
丁
左
〜
五
丁
右
）
に
お
い
て
本
経
に
つ
い
て
考
察
を
ま
と
め
て
い
る
。

22	
山
口
大
輔「『
提
謂
波
利
経
』佚
文
補
遺
」（『
仏
教
学
研
究
』六
七
、二
〇
一
一
年
）、同「『
提
謂
波
利
経
』散
佚
部
分
の
教
説
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

六
〇-

二
、二
〇
一
二
年
）
参
照
。

23	

曩
者
と
は
、
さ
き
ご
ろ
の
意
。「
さ
き
に
」
と
も
訓
ず
。
曩
昔
・
曩
時
・
曩
日
と
も
い
う
。

24	

仏
陀
波
利
（B

uddhapåli

：
七
世
紀
）
と
は
、
北
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
出
身
の
僧
。
文
殊
菩
薩
を
礼
拝
す
る
た
め
に
、
中
国
・
五
臺
山
を
訪
れ
、

そ
こ
で
一
老
人
か
ら
の
聖
嘱
を
受
け
て
、
後
に
イ
ン
ド
か
ら
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
梵
本
を
将
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
仏
陀
波
利
自
ら
が

翻
訳
し
た
も
の
が
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』	(

大
正
蔵
九
六
七
番)

で
あ
り
、
そ
の
序
文
に
お
い
て
中
国
へ
の
請
来
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

25	

文
殊
菩
薩
は
五
臺
山
（
中
国
山
西
省
東
北
部
）
に
住
し
、
常
に
説
法
し
て
い
る
と
広
く
信
じ
ら
れ
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
巡
礼
の

僧
が
訪
れ
た
。
文
殊
の
住
処
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
す
る
経
典
は
、『
華
厳
経
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
東
北
方
に
菩
薩
の
住
処
有
り
、
清
涼
山

と
名
づ
く
。
過
去
の
諸
菩
薩
は
常
に
中
に
於
て
住
す
。
彼
に
現
に
菩
薩
有
り
、
文
殊
師
利
と
名
づ
く
」（
大
正
蔵
二
七
八
番
：『
大
正
蔵
経
』
九
巻

五
九
〇
頁
上
段
）
と
記
さ
れ
る
。

	

　

日
比
野
丈
夫
・
小
野
勝
年
『
五
台
山
』（
東
洋
文
庫
五
九
三
）
に
よ
れ
ば
、中
国
・
五
臺
山
は
西
晋
（
二
六
五
〜	

三
一
六
年
）
の
頃
、神
仙
道
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
後
に
北
魏
（
三
八
六
〜
五
三
四
年
）
の
末
頃
に
至
り
、
文
殊
菩
薩
の
聖
地
と
し
て
徐
々
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
要

因
と
し
て
五
臺
山
が
長
安
、
洛
陽
か
ら
み
て
東
北
方
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

	

　

景
龍
四
年
（
七
一
〇
）、
菩
提
流
志
訳
『
文
殊
師
利
宝
蔵
陀
羅
尼
経
』
で
は
、「
我
が
滅
度
の
後
、
此
の
贍
部
洲
東
北
方
に
於
て
国
有
り
、
大

振
那
と
名
づ
く
。
其
の
国
の
中
間
に
山
有
り
、
号
し
て
五
頂
と
為
。
文
殊
師
利
童
子
、
遊
行
居
住
す
」（
大
正
蔵
一
一
八
五
Ｂ
番
：『
大
正
蔵
経
』

二
〇
巻
七
九
八
頁
上
〜
中
段
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
時
期
に
は
「
文
殊
菩
薩
の
住
処
＝
中
国
の
五
臺
山
」
と
い
う
認
識
が
確
立
さ
れ
、
経
典
翻

訳
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

26	

五
訳
と
は
、仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
七
番)

、杜
行
顗
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
同
九
六
八
番
）、地
婆
訶
羅
訳
『
仏
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頂
最
勝
陀
羅
尼
経
』（
同
九
六
九
番)

、同『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』（
九
七
〇
番
）、義
浄
訳『
仏
説
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
同
九
七
一
番
）

で
あ
る
。
五
訳
の
成
立
順
・
関
係
等
に
つ
い
て
は
拙
論
「
尊
勝
陀
羅
尼
成
立
考
」（
二
〇
〇
七
年
、『
真
言
密
教
と
日
本
文
化
』
下
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）

等
参
照
。

27	
不
空
（A

m
oghavajra

：
七
〇
五
〜
七
七
四
）
は
、
イ
ン
ド
出
身
の
僧
で
（
諸
説
あ
り
）、
真
言
付
法
の
第
六
祖
と
さ
れ
る
。
金
剛
智
や
龍
智
に
師

事
し
て
、
特
に
金
剛
頂
系
の
密
教
に
精
通
し
、
三
巻
本
の
『
金
剛
頂
経
』
や
『
般
若
理
趣
経
』
等
の
重
要
経
典
を
訳
出
し
、
中
国
密
教
の
興
隆
に
貢

献
し
た
。
不
空
は
晩
年
、
文
殊
の
聖
地
で
あ
る
五
臺
山
の
造
営
に
尽
力
し
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
流
布
に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
読
誦
を
勧
め
、
関
連

す
る
儀
軌
を
作
っ
た
。
法
崇
が
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
を
撰
述
し
た
背
景
に
は
、こ
れ
ら
の
不
空
の
事
跡
が
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

28	

法
崇
は
不
空
と
交
流
の
あ
っ
た
千
福
寺
の
僧
で
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
を
撰
述
し
た
。
詳
し
く
は
前
述
「
二
、撰
者
・
法
崇
に
つ
い
て
」

を
参
照
。

29	

土
砂
加
持
の
功
能
を
讃
え
る
も
の
で
あ
り
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
「
其
の
亡
者
の
身
分
に
随
っ
て
骨
を
取
り
、
土
一
把
を
以
て
、
此
の
陀

羅
尼
を
二
十
一
遍
誦
し
て
、亡
者
の
骨
の
上
に
散
ぜ
ば
、即
ち
天
に
生
じ
る
こ
と
を
得
ん
」（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
一
頁
下
段
）
に
も
と
づ
く
。

30	『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
「
若
し
人
、
能
く
此
の
陀
羅
尼
を
書
写
せ
ば
、
高
幢
の
上
に
安
じ
…
（
中
略
）
…
幢
等
の
上
に
於
て
、
或
は
見
、
或

は
与
に
相
い
近
づ
き
、
其
の
影
、
身
を
映
じ
、
或
は
風
、
陀
羅
尼
の
上
を
吹
き
、
幢
等
の
上
の
塵
、
落
ち
て
身
上
に
在
ら
ば
、
天
帝
よ
、
彼
の
諸

衆
生
の
所
有
罪
業
を
も
て
、
応
に
悪
道
、
地
獄
・
畜
生
・
閻
羅
王
界
・
餓
鬼
・
阿
修
羅
身
に
堕
す
べ
き
も
、
悪
道
の
苦
、
皆
な
悉
く
受
け
ず
。
亦

た
罪
垢
の
為
に
染
汚
せ
ず
」（
大
正
蔵
一
九
巻
三
五
一
頁
中
段
）
に
も
と
づ
く
。
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
納
め
た
幢
等
の
高
所
に
積
も
っ
た
塵
が
、

風
に
吹
か
れ
て
落
ち
、
身
に
降
り
か
か
っ
た
だ
け
で
も
、
悪
趣
の
苦
が
除
か
れ
る
と
い
う
。
こ
の
功
徳
記
事
に
も
と
づ
き
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を

刻
し
た
石
製
の
経
幢
（
尊
勝
経
幢
）
が
、
中
国
全
土
で
建
立
さ
れ
た
。

31	

南
山
基
公
と
は
、
高
野
山
龍
光
院
の
高
基
の
こ
と
で
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』
を
開
板
し
た
。
詳
し
く
は
前
述
の
項
「
四
、
法
崇
疏

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
参
照
。

32	

魚
魯
の
両
字
は
形
が
似
て
い
て
誤
り
や
す
い
（
魚
魯
之
謬
）。
転
じ
て
字
形
の
類
似
か
ら
文
字
を
写
し
間
違
え
る
こ
と
を
い
う
。
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33	

梓
と
は
版
木
の
こ
と
。『
疏
』
の
木
版
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
天
下
に
流
布
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

34	

蜀
錦
と
は
、
蜀
の
錦
江
の
水
で
糸
を
さ
ら
し
て
織
っ
た
美
し
い
錦
で
あ
る
。
一
方
の
襤
縷
と
は
、
は
だ
に
つ
け
る
下
着
、
や
ぶ
れ
た
衣
服
の
類
を

い
う
。
こ
こ
で
は
美
し
い
錦
を
わ
ざ
わ
ざ
裁
断
し
、
ボ
ロ
布
に
縫
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
喩
え
る
。

35	
隋
珠
と
は
、
濮
水
の
神
蛇
が
献
じ
た
宝
珠
で
あ
り
、
隋
王
朝
に
お
い
て
国
宝
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
貴
重
な
宝
珠
を
わ
ざ
わ
ざ
砕
い
て
、
粉
々
に

す
る
こ
と
に
喩
え
る
。

36	

安
永
己
亥
と
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）。

37	

智
暉
（
一
七
一
七
〜
一
七
八
四
）
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
真
言
僧
。
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
の
生
ま
れ
で
、
明
石
宝
蔵
寺
、
智
積
院
、
西

明
寺
な
ど
で
密
教
・
律
な
ど
を
学
び
、
後
に
春
日
寺
や
小
山
寺
に
止
住
し
て
数
多
く
の
経
論
の
注
釈
研
究
や
開
板
を
行
っ
た
。

38	

代
宗
（
七
二
六
〜
七
七
九
）
と
は
唐
朝
十
一
代
皇
帝
で
あ
り
、
諡
号
が
「
睿
文
孝
武
」
で
あ
る
。

39	『
表
制
集
』
巻
五
「
天
下
の
僧
尼
に
勅
し
、
尊
勝
真
言
を
誦
せ
し
む
制
、
一
首
」（『
卍
続
蔵
経
』
一
〇
四
巻
二
五
〇
丁
左
、『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻

八
五
二
頁
下
段
）
と
同
一
だ
が
、
若
干
本
文
が
相
違
す
る
。　

40	

大
暦
十
一
年
は
七
七
六
年
。
不
空
没
後
の
翌
年
に
あ
た
る
。

41	

内
謁
者
監
と
は
正
六
品
下
と
さ
れ
る
官
職
。
李
憲
誠
に
つ
い
て
は
、塚
本
善
隆『
塚
本
善
隆
著
作
集
』第
三
巻（
大
東
出
版
社
、一
九
七
五
年
）の「
宦

官
李
憲
誠
と
内
功
徳
使
」（
二
五
九
〜
二
六
〇
頁
）
に
詳
し
い
。
李
憲
誠
は
、
代
宗
皇
帝
に
仕
え
た
有
力
な
宦
官
で
あ
り
、
不
空
よ
り
受
法
し
て

俗
弟
子
に
な
っ
た
。
李
憲
誠
は
、
代
宗
と
不
空
の
間
に
立
っ
て
、
仏
教
興
隆
に
尽
力
し
た
こ
と
か
ら
、
不
空
は
臨
終
時
に
李
憲
誠
の
こ
と
を
、「
護

法
菩
薩
」
と
称
賛
し
た
と
い
う
。

42	

こ
の
乗
如
に
よ
る
表
制
は
、	『
表
制
集
』『
貞
元
録
』
に
記
載
な
く
、
法
崇
疏
の
み
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
重
要
で
あ
る
。
高
基
も
、「
如
公
の
表
、

出
処
、
未
だ
考
し
え
ず
」（
高
基
本
「
付
録
」
二
丁
右
）
と
述
べ
て
い
る
。

	

　

乗
如
に
つ
い
て
は
、『
表
制
集
』
巻
一
「
大
興
善
寺
に
大
徳
四
十
九
員
を
置
く
を
請
う
」
に
「
東
都
敬
愛
寺
僧
乗
如
」（『
大
正
蔵
経
』
五
二
巻

八
三
〇
頁
中
段
）
の
記
載
が
あ
る
。
沙
門
乗
如
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
賛
寧
等
撰
『
宋
高
僧
伝
』	(

大
正
蔵	

二
〇
六
一
番)

収
録
の
「
唐
京
兆
安
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国
寺
乗
如
伝
」（『
大
正
蔵
経
』
五
〇
巻
八
〇
一
頁
下
段
）
に
詳
し
い
。

43	

抃
躍
と
は
手
を
打
っ
て
踊
り
喜
ぶ
こ
と
。

44	
三
草
と
は『
法
華
経
』「
薬
草
喩
品
」に
説
か
れ
る
三
草
二
木
の
喩
に
由
来
す
る
か
。
三
草
と
は
上
草
・
中
草
・
下
草
、二
木
と
は
大
樹
・
小
樹
の
こ
と
で
、

衆
生
の
機
根
が
種
々
な
る
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
で
は
天
子
の
慈
雲
が
、
普
く
衆
生
に
等
し
く
恩
寵
を
与
え
る
こ
と
を
表
す
。

45	

皇
沢
と
は
天
子
か
ら
の
恩
恵
・
恩
沢
の
こ
と
。

46	

氛
霧
と
は
不
吉
な
も
や
の
意
で
、
天
子
に
反
逆
す
る
賊
を
喩
え
る
。

47	

緇
林
と
は
黒
衣
を
着
た
衆
僧
の
集
ま
り
を
林
に
喩
え
る
。
僧
団
・
寺
院
の
こ
と
。

48	

批
と
は
、
天
子
が
臣
下
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
を
つ
き
合
わ
せ
、
よ
し
あ
し
を
判
定
す
る
こ
と
。
沙
門
乗
如
等
の
言
に
対
す
る
代
宗
皇
帝
の
答
辞

で
あ
る
。

49	

領
袖
と
は
襟
と
そ
で
。
襟
と
そ
で
は
人
目
に
立
つ
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
集
団
の
主
、
指
導
者
を
表
す
。

50	

愜
当
と
は
、
適
合
し
て
過
不
足
が
な
く
、
満
ち
足
り
る
こ
と
。

51	『
表
制
集
』
巻
五
「
尊
勝
真
言
を
誦
持
せ
し
め
ら
る
を
謝
す
表
、
一
首　

併
せ
て
答
」（『
卍
続
蔵
経
』
一
〇
四
巻
二
五
〇
丁
左
、『
大
正
蔵
経
』

五
二
巻
八
五
二
頁
下
段
）
と
同
一
だ
が
、
若
干
本
文
が
相
違
す
る
。　

52	

慧
朗
に
つ
い
て
は
、
松
長
有
慶
『
密
教
の
相
承
者
―
そ
の
行
動
と
思
想
』
二
二
八
頁
等
に
詳
し
い
。
崇
福
寺
の
慧
朗
（
生
年
不
詳
〜
七
七
八
）
は

不
空
の
高
弟
六
哲
の
随
一
と
さ
れ
、
厳
郢
『
不
空
三
蔵
碑
文
』
や
超
遷
『
不
空
三
蔵
行
状
』
等
に
お
い
て
、
不
空
の
後
継
者
と
し
て
付
法
第
七
祖

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
慧
朗
は
不
空
入
滅
時
点
で
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的
に
は
恵
果
が
付
法
第
七
祖
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
）。

	

　
「
而
し
て
沙
門
慧
朗
、
次
補
の
記
を
受
け
、
伝
灯
の
旨
を
得
て
、
仏
日
を
継
明
し
、
六
を
紹
い
で
七
と
為
る
」（
厳
郢
『
不
空
三
蔵
碑
文
』：『
大

正
蔵
経
』
五
二
巻
八
六
〇
頁
中
段
）

	

　
「
僧
弟
子
慧
朗
、
次
い
で
灌
頂
の
位
を
承
く
」（
超
遷
『
不
空
三
蔵
行
状
』：『
大
正
蔵
経
』
五
〇
巻
二
九
四
頁
上
段
）

53	

蒼
生
と
は
多
く
の
人
民
、
津
梁
と
は
渡
し
場
の
橋
。
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
が
普
く
生
類
を
さ
と
り
の
世
界
に
渡
す
こ
と
を
讃
え
る
。
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54	

緇
門
と
は
仏
門
の
意
。
緇
と
は
黒
の
意
で
あ
り
、
僧
の
着
る
黒
衣
を
表
す
。	

55	

無
疆
と
は
際
限
が
な
い
こ
と
。
無
限
の
意
。

56	
至
道
と
は
、
こ
の
上
な
い
最
高
の
道
義
、
生
き
方
の
指
針
。

57	
誨
誘
と
は
、
わ
か
ら
な
い
者
を
教
え
諭
し
て
、
善
き
方
向
へ
誘
う
こ
と
。

58	

妙
途
・
至
道
と
は
菩
提
に
至
る
仏
の
道
の
こ
と
で
あ
り
、
凝
邃
・
希
夷
は
そ
の
教
え
の
奥
深
き
こ
と
を
表
す
。

59	

昏
衢
積
闇
と
は
夕
暮
れ
の
街
が
闇
で
覆
わ
れ
る
こ
と
、苦
海
横
流
と
は
苦
が
海
の
ご
と
く
広
が
る
こ
と
で
、迷
え
る
衆
生
の
喩
え
。
迷
え
る
衆
生
は
、

仏
の
慧
炬
（
智
慧
）
や
慈
舟
（
慈
悲
）
に
よ
っ
て
道
理
に
目
覚
め
、
救
わ
れ
る
。

60	

智
慧
と
慈
悲
に
も
と
づ
く
仏
の
救
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
、
あ
ま
ね
く
煩
悩
に
惑
う
衆
生
に
行
き
渡
っ
て
お
り
、
無
数
の
天
人
の
中
で
も
、
仏
の

教
導
に
よ
っ
て
稀
に
無
明
の
境
界
を
出
る
者
も
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
例
が
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
主
人
公
・
善
住
天
子
で
あ
る
。

61	

善
住
天
子
と
は
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
主
人
公
で
あ
り
、
仏
が
説
示
し
た
陀
羅
尼
の
力
に
よ
っ
て
、
七
日
後
の
命
終
、
悪
趣
へ
の
転
生
の

危
機
を
回
避
し
た
と
さ
れ
る
。

62	

神
勝
殿
（V

ijayanta

）
と
は
、
帝
釈
天
（Indra

）
が
居
住
す
る
宮
殿
と
推
測
さ
れ
る
。

63	

善
住
天
子
は
前
世
に
お
け
る
三
宝
帰
依
や
十
善
の
善
因
に
よ
っ
て
、
三
十
三
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
天
界
で
は
天
女
た
ち
に
囲
ま
れ
、

遊
戯
や
娯
楽
等
に
耽
り
、
自
堕
落
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

64	

千
齢
の
積
慶
と
は
、
多
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
ら
れ
た
喜
び
。
天
界
の
喜
楽
は
莫
大
で
あ
り
、
尽
き
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
表
す
。

65	『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
「
爾
の
時
に
善
住
天
子
、
即
ち
夜
分
に
於
て
声
有
り
、
言
う
を
聞
く
。「
善
住
天
子
、
却
て
後
七
日
に
し
て
命
、
将
に

尽
き
ん
と
欲
す
。
命
終
の
後
、
贍
部
洲
に
生
じ
、
七
返
畜
生
の
身
を
受
く
。
即
ち
地
獄
の
苦
を
受
く
。
地
獄
よ
り
出
て
、
希
に
人
身
を
得
る
も
貧

賎
に
生
じ
、
母
胎
に
処
し
て
即
ち
両
目
無
か
ら
ん
と
」（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
〇
頁
上
段
）
に
も
と
づ
く
。

66	

善
住
天
子
は
七
日
の
命
終
後
、
畜
生
や
地
獄
な
ど
の
悪
身
を
度
重
ね
て
受
け
る
こ
と
を
表
す
。

67	

喜
見
の
尊
と
は
、
須
弥
山
頂
の
喜
見
城
に
住
む
帝
釈
天
（Indra

）
の
こ
と
。
本
経
に
お
い
て
帝
釈
天
は
、
七
日
後
命
終
の
危
機
に
瀕
し
た
善
住
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天
子
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
代
わ
っ
て
仏
所
を
訪
問
す
る
と
説
か
れ
る
。

68	

桓
提
と
は
釈
提
桓
因
（Íakradevånåm

 Indra

）
の
略
称
で
あ
り
、
帝
釈
天
を
表
す
。

69	
金
山
と
は
金
の
山
。『
妙
法
蓮
華
経
』に「
身
色
は
金
山
の
如
し
」（『
大
正
蔵
経
』九
巻
四
頁
下
段
）と
記
す
よ
う
に
、金
山
を
も
っ
て
仏
身
に
喩
え
る
。

70	『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
「
爾
の
時
に
如
来
、
頂
上
よ
り
種
々
の
光
を
放
ち
、
十
方
の
一
切
世
界
に
遍
満
し
已
ん
ぬ
。
其
の
光
、
還
り
来
っ
て

仏
を
三
匝
に
繞
り
、
仏
の
口
よ
り
入
る
。
仏
、
便
ち
微
笑
し
て
帝
釈
に
告
げ
て
言
い
た
ま
う
」（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
〇
頁
中
段
）
に
も
と

づ
く
。
仏
は
陀
羅
尼
の
説
示
に
先
立
ち
、
頂
上
肉
髻
よ
り
光
を
放
っ
て
一
切
世
界
を
巡
ら
せ
、
そ
の
後
に
光
は
仏
の
口
に
入
り
、
微
笑
を
浮
か
べ

た
と
さ
れ
る
。
紺
頂
と
は
、
紺
青
色
の
毛
髪
を
蓄
え
た
仏
の
頂
を
表
す
。

71	

憍
尸
と
は
憍
尸
迦( K

außika)

の
略
称
。
憍
尸
迦
と
は
、
帝
釈
天
が
過
去
、
人
間
で
あ
っ
た
時
の
姓
。

72	

四
弁
と
は
四
無
礙
弁
の
略
称
。
仏
の
説
法
は
、
法
（
教
え
）、
義
（
教
え
の
意
義
内
容
）、
辞
（
諸
方
の
言
語
）、
楽
説
（
弁
舌
の
自
在
）
の
四
種

に
お
い
て
滞
り
が
な
い
。

73	

本
経
の
「
爾
の
時
に
善
住
天
子
、
此
の
陀
羅
尼
を
受
け
已
り
、
六
日
六
夜
を
満
じ
、
法
に
依
て
受
持
す
る
に
一
切
の
願
満
ず
。
応
に
一
切
悪
道
等

の
苦
を
受
く
べ
き
も
、
即
ち
解
脱
を
得
て
、
菩
提
の
道
に
住
し
、
寿
を
増
す
こ
と
無
量
な
り
。
甚
だ
大
に
歓
喜
し
、
高
声
に
歎
じ
て
言
く
、
希
有

な
り
如
来
、
希
有
な
り
妙
法
、
希
有
な
り
明
験
、
甚
だ
得
難
き
と
為
」（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
二
頁
上
段
）
に
も
と
づ
く
。
善
住
天
子
は
、

六
日
修
行
の
後
に
救
わ
れ
、
①
如
来
と
②
妙
法
と
③
明
験
の
三
つ
が
希
有
な
る
こ
と
を
讃
歎
し
た
（
三
希
の
歎
）。

74	

金
地
と
は
仏
が
住
す
る
場
所
、
仏
寺
の
類
を
表
す
。
金
田
と
も
い
う
。『
釈
氏
要
覧
』
の
説
に
よ
れ
ば
、
須
達
長
者
が
金
を
敷
き
詰
め
て
、
祇
陀

太
子
よ
り
園
林
を
買
い
、
祇
園
精
舎
を
建
立
し
て
釈
尊
に
寄
進
し
た
故
事
に
よ
る
と
い
う
。
高
基
「
付
録
」
三
丁
右
参
照
。

75	『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
「
爾
の
時
に
世
尊
、
金
色
の
臂
を
舒
べ
て
、
善
住
天
子
の
頂
を
摩
し
て
、
為
に
法
を
説
き
、
菩
提
の
記
を
授
け
た
ま
う
」

（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
二
頁
上
段
）
に
も
と
づ
く
。
い
わ
ゆ
る
摩
頂
授
記
、
摩
頂
灌
頂
で
あ
る
。

76	

都
名
と
は
全
て
の
も
の
に
通
じ
る
名
称
の
こ
と
。

77	

本
経
中
に
説
か
れ
る
土
砂
加
持
の
功
能
、
陀
羅
尼
を
納
め
た
高
幢
等
か
ら
落
ち
る
塵
の
功
徳
を
表
す
。
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78	

本
経
で
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
功
能
を
も
っ
て
、「
日
蔵
摩
尼
之
宝
」「
閻
浮
檀
金
」（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
一
頁
上
〜
中
段
）
に
喩
え
る
。

閻
浮
檀
金
（Jam

b∑nadasuvar∫a

）
と
は
、
須
弥
山
南
の
大
陸
（
閻
浮
提
）
の
う
ち
、
閻
浮
樹
林
に
流
れ
る
川
底
に
産
す
る
砂
金
の
こ
と
。

79	
両
足
と
は
両
足
尊
の
略
称
で
、
仏
陀
に
対
す
る
尊
称
の
ひ
と
つ
。
雄
名
は
仏
陀
の
名
の
こ
と
。
雄
と
は
「
偉
大
な
雄
牛
」
を
意
味
す
る
ゴ
ー
タ
マ

に
由
来
。

80	

頂
と
は
、
仏
の
三
十
二
相
の
随
一
と
さ
れ
た
「
頂
上
肉
髻
相
」
に
相
当
す
る
。

81	

四
義
と
は
四
種
陀
羅
尼
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
法
陀
羅
尼
（
教
法
を
聞
持
す
る
）、
義
陀
羅
尼
（
諸
法
の
義
を
総
持
す
る
）、
咒
陀
羅
尼
（
秘
密
の
咒

を
総
持
す
る
）、
忍
陀
羅
尼
（
法
の
実
相
に
安
住
す
る
）。
幽
宗
と
は
隠
れ
た
意
味
の
こ
と
。
高
基
「
付
録
」
三
丁
左
参
照
。

82	

八
十
八
恒
と
は
八
十
八
恒
河
沙
の
略
称
。
恒
河
沙（G

a∫gånad¥vålukå

）と
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
こ
と
で
多
数
・
無
数
の
喩
。
無
数
の
衆
聖
が
、

異
口
同
音
に
本
経
の
教
え
を
説
く
こ
と
を
表
す
。

83	

龍
樹
造
・
鳩
摩
羅
什
訳『
大
智
度
論
』の
取
意
引
用
。『
大
正
蔵
経
』で
は
、「
何
者
是
仏
法
。
仏
法
有
五
種
人
説
。
一
者
仏
自
口
説
。
二
者
仏
弟
子
説
。

三
者
仙
人
説
。
四
者
諸
天
説
。
五
者
化
人
説
」（『
大
正
蔵
経
』
二
五
巻
六
六
頁
中
段
）
と
記
さ
れ
る
。

84	

室
羅
筏
国
（Íråvast¥

：
舎
衛
城
）
と
は
、
コ
ー
サ
ラ
国
の
商
業
都
市
。
現
在
の
サ
ヘ
ー
ト
・
マ
ヘ
ー
ト
。　

85	

勝
軍
王
と
は
コ
ー
サ
ラ
国
王
・
波
斯
匿
王
（Prasenajit

）
の
異
称
。

86	

四
生
と
は
、
生
類
を
生
ま
れ
方
で
四
種
に
分
類
し
た
も
の
。
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
。

87	

誓
多
林
（Jetavana

）
と
は
、
波
斯
匿
王
の
子
で
あ
る
祇
陀
太
子
（Jeta

：
戦
勝
の
意
）
が
所
有
し
た
園
林
の
こ
と
。
須
達
長
者
は
金
を
敷
き
詰

め
て
園
林
を
買
い
取
っ
て
、
釈
尊
に
寄
進
し
、
後
に
祇
園
精
舎
が
建
立
さ
れ
た
。

88	

戦
勝
太
子
と
は
、
祇
陀
太
子
（Jeta

）
の
異
称
。

89	

七
覚
法
と
は
七
覚
支
と
も
呼
ば
れ
る
。
菩
提
を
得
る
た
め
の
七
種
の
法
。
念
覚
支
（
念
を
も
っ
て
憶
持
す
る
）、
択
法
覚
支
（
智
慧
を
も
っ
て
簡

択
決
定
す
る
）、
精
進
覚
支
（
勤
を
も
っ
て
精
励
す
る
）、
喜
覚
支
（
欣
悦
歓
喜
す
る
）、
軽
安
覚
支
（
心
身
を
軽
安
に
す
る
）、
捨
覚
支
（
捨
離
し

て
寂
静
と
な
る
）、
定
覚
支
（
禅
定
に
よ
っ
て
心
を
安
住
さ
せ
る
）。
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90	

慈
蔭
と
は
慈
悲
に
よ
る
蔭
覆
、
す
な
わ
ち
仏
の
慈
悲
を
被
り
、
衆
生
が
利
益
・
守
護
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
。

91	

給
孤
独
園
と
は
、
コ
ー
サ
ラ
国
の
舎
衛
城
の
長
者
・
須
達
（Sudatta

）
が
、
釈
尊
に
寄
進
し
た
園
林
の
こ
と
。
須
達
は
、
孤
独
な
貧
者
に
よ
く

食
物
等
を
給
し
た
こ
と
か
ら
「
給
孤
独
長
者
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
須
達
は
、
祇
陀
太
子
（Jeta

）
所
有
の
園
林
に
金
を
敷
き
詰
め
て
買
い
取
り
、

釈
尊
に
寄
進
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
反
映
し
て
「
祇
樹
給
孤
独
園
」
と
呼
ば
れ
、
後
に
祇
園
精
舎
が
建
立
さ
れ
た
。

92	『
大
智
度
論
』
中
に
同
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
高
基
本
に
も
「『
智
論
』
等
の
文
、
兎
馬
象
の
文
無
し
」
と
述
べ
、「
恐
ら
く
は
『
智
度
』
の
羊
馬

神
通
な
る
か
。『
涅
槃
経

南本
』」
二
十
五
、『
優
婆
塞
戒
経
』
一
十
六
。
兎
馬
象
の
譬
、
近
く
は
『
大
日
経
疏
』
二
末
に
有
り
」（
高
基
本
「
付
録
」

三
丁
左
）
と
あ
る
。
し
か
し
、『
大
日
経
疏
』
に
も
同
様
の
文
は
見
い
だ
せ
な
い
。
智
顗
撰
『
維
摩
経
玄
疏
』(

大
正
蔵
一
七
七
七
番)

に
は
、「
譬

如
三
獣
渡
河
。
水
雖
是
一
兔
馬
象
脚
有
短
長
。
故
入
水
不
無
浅
深
之
別
。
水
雖
是
一
而
深
浅
有
異
也
」（『
大
正
蔵
経
』
三
八
巻
五
五
五
頁
下
段
）

と
い
う
近
似
し
た
文
が
見
ら
れ
る
。

93	

高
基
は
「『
法
華
経
』
に
三
子
等
と
云
う
は
、譬
喩
品
の
知
諸
子
先
心
各
有
所
好
等
の
文
の
取
意
な
り
」（
高
基
「
付
録
」
三
丁
左
）
と
述
べ
る
。『
妙

法
蓮
華
経
』の「
父
知
諸
子
先
心
各
有
所
好
。
種
種
珍
玩
奇
異
之
物
。
情
必
楽
著
」（『
大
正
蔵
経
』九
巻
一
二
頁
下
段
）の
取
意
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

本
文
は
大
き
く
乖
離
す
る
。

94	

鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』	(

大
正
蔵
二
六
二	
番)

の
「
方
便
品
第
二
」
に
「
若
以
小
乗
化　

乃
至
於
一
人　

我
則
堕
慳
貪
」（『
大
正
蔵
経
』

九
巻
八
頁
上
段
）
と
あ
る
が
、
や
や
文
が
相
違
す
る
。

95	

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』	（
大
正
蔵
四
七
五
番
）
か
ら
の
引
用
。「
仏
以
一
音
演
説
法　

衆
生
随
類
各
得
解　

皆
謂
世
尊
同
其
語　

斯
則
神

力
不
共
法
（『
大
正
蔵
経
』
一
四
巻
五
三
八
頁
上
段
）
と
あ
る
。

96	

大
梵
王
と
は
色
界
の
初
禅
天
の
第
三
に
住
す
る
天
衆
の
こ
と
。

97	

高
基
は
、『
大
智
度
論
』
に
引
く
『
密
迹
金
剛
経
』
か
ら
の
「
有
人
見
仏
身
一
丈
六
尺
」（『
大
正
蔵
経
』
二
五
巻
一
二
七
頁
下
段
）
に
注
目
し
、そ
の
「
有

人
」
が
「
応
持
菩
薩
」
に
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
と
考
察
し
て
い
る
（
高
基
「
付
録
」
三
丁
左
〜
四
丁
右
）。

98	

菩
提
流
志
訳
『
大
宝
積
経
』	（
大
正
蔵
三
一
〇
番
）
で
は
、「
応
持
菩
薩
白
仏
言
。
我
上
過
到
若
干
仏
土
。
不
能
得
見
釈
迦
文
仏
頂
。
不
知
高
長
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幾
百
千
億
江
河
沙
仏
土
」（『
大
正
蔵
経
』
一
一
巻
五
四
頁
中
段
）
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
の
八
十
種
好
の
一
つ
、
無
見
頂
相
（
仏
の
頂
上
肉

髻
は
誰
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
の
徳
を
表
す
。
前
注
に
引
い
た
『
大
智
度
論
』
の
続
き
で
は
、「
有
人
見
仏
身
一
丈
六
尺
。
或
見
一
里
十
里

百
千
万
億
乃
至
無
辺
無
量
遍
虚
空
中
。
如
是
等
名
身
密
」（『
大
正
蔵
経
』
二
五
巻
一
二
七
頁
下
段
）
と
あ
る
。

99	
失
訳
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
に
同
文
は
見
い
だ
せ
な
い
。
高
基
は
、『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
に
説
か
れ
る
「
黄
口
小
児
」（『
大
正
蔵
経
』
三
巻

一
三
七
頁
上
段
）
を
引
い
て
、「
孩
子
想
」
と
文
意
は
同
じ
と
し
、
一
方
、「
如
声
聞
」
以
下
は
、
同
経
に
文
が
無
い
と
し
て
い
る
（
高
基
「
付
録
」

四
丁
右
）。
論
者
が
み
る
か
ぎ
り
、同
経
中
に「
若
不
持
戒
能
修
精
進
。
尚
不
得
人
身
。
況
得
三
十
二
相
無
見
頂
及
肉
髻
相
等
無
差
別
」（『
大
正
蔵
経
』

三
巻
一
六
五
頁
中
段
）
と
い
う
無
見
頂
相
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
る
。

100	

法
性
身
と
は
法
身
と
同
義
。
父
母
所
生
の
肉
身
に
対
し
、
真
如
の
法
そ
の
も
の
を
体
と
す
る
仏
身
を
い
う
。

101	『
華
厳
経
』
に
同
文
は
見
い
だ
せ
な
い
。
高
基
は
、
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
「
譬
如
盛
満
月　

映
蔽
諸
星
宿　

示
現
一
切
衆　

有
増
或
有
減　

一
切
澄
浄
水　

月
影
無
不
現　

世
間
群
生
類　

皆
悉
対
目
見
」（『
大
正
蔵
経
』
九
巻
六
一
八
頁
中
段
）
等
と
す
る
（
高
基
「
付
録
」

四
丁
右
）。
し
か
し
、
多
少
本
文
が
相
違
す
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
同
経
中
の
「
譬
如
浄
満
月　

普
現
一
切
水　

影
像
雖
無
量　

本
月
未
曽
二
」	

（『
大
正
蔵
経
』
九
巻
四
八
六
頁
下
段
）
の
取
意
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

102	

大
乗
の
『
大
般
涅
槃
経
』
で
は
、
一
切
衆
生
が
悉
く
仏
性
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

103	『
大
般
若
経
』
等
の
般
若
経
類
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
を
否
定
し
、
一
切
を
空
と
み
る
智
慧
（
般
若
）
の
完
成
を
主
張
す
る
。

104	『
維
摩
経
』
で
は
、
大
乗
の
目
指
す
さ
と
り
は
、
言
葉
や
概
念
を
越
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
不
可
思
議
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

105	『
大
方
等
大
集
経
』
で
は
、「
陀
羅
尼
自
在
王
菩
薩
品
」
を
は
じ
め
、
各
品
に
数
多
く
の
陀
羅
尼
が
説
か
れ
て
い
る
（
特
に
前
半
で
は
教
法
憶
持
の

た
め
の
陀
羅
尼
、
後
半
で
は
呪
句
と
し
て
の
陀
羅
尼
が
説
か
れ
る
）。

106	『
華
厳
経
』
に
同
文
は
見
い
だ
せ
な
い
。
高
基
は
、
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
「
一
切
世
界
如
来
境　

悉
能
為
転
正
法
輪　

於
法

自
性
無
所
転　

無
上
導
師
方
便
説
」（『
大
正
蔵
経
』
九
巻
四
二
五
頁
上
段
）
か
ら
の
説
文
と
す
る
（
高
基
「
付
録
」
四
丁
右
〜
左
）。

107	『
大
集
経
』
中
に
同
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）
撰
『
安
楽
集
』	（
大
正
蔵
一
九
五
八
番
）
に
、『
大
集
経
』
の
説
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と
し
て
類
文
が
見
ら
れ
る
た
め
、
同
書
か
ら
の
孫
引
き
の
可
能
性
が
あ
る
。

	

　
「
第
二
拠
諸
部
大
乗
明
説
聴
方
軌
者
。
於
中
有
六
。
第
一
大
集
経
云
。
於
説
法
者
作
医
王
想
作
抜
苦
想
。
所
説
之
法
作
甘
露
想
作
醍
醐
想
。
其

聴
法
者
作
増
長
勝
解
想
作
愈
病
想
」（『
大
正
蔵
経
』
四
七
巻
四
頁
下
段
）

108	
龍
樹
造
・
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』（
大
正
蔵
一
五
〇
九
番
）
に
類
文
が
確
認
さ
れ
る
が
相
違
す
る
。	

な
お
『
安
楽
集
』
で
も
、『
大
集
経
』
に

続
い
て
『
大
智
度
論
』
を
引
い
て
い
る
。

	

　
「
聴
者
端
視
如
渇
飲　

一
心
入
於
語
議
中　

踊
躍
聞
法
心
悲
喜　

如
是
之
人
応
為
説
」（『
大
正
蔵
経
』
二
五
巻
六
三
頁
中
段
）

109	『
大
智
度
論
』
中
に
同
文
を
見
出
せ
な
い
。

110	

蓮
華
化
生
と
は
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
、
蓮
華
の
台
の
上
に
生
じ
る
こ
と
。

111	『
大
般
涅
槃
経
』
に
同
文
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
類
文
は
あ
る
。

	

　
「
若
有
善
男
子
善
女
人
。
聞
大
涅
槃
一
字
一
句
。
不
作
字
相
不
作
句
相
不
作
聞
相
不
作
仏
相
不
作
説
相
。
如
是
義
者
名
無
相
相
。
以
無
相
相
故

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
善
男
子
。
如
汝
所
言
聞
悪
声
故
到
三
塗
者
。
是
義
不
然
。
何
以
故
。
非
以
悪
声
而
至
三
塗
…
…
」（『
大
正
蔵
経
』

一
二
巻
五
〇
五
頁
上
〜
中
段
）

112	『
大
般
涅
槃
経
』
に
は
、
左
記
の
ご
と
く
類
似
表
現
も
み
ら
れ
る
が
、
一
恒
河
沙
か
ら
八
恒
河
沙
に
分
け
、
そ
の
内
容
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
。

	

　
「
善
男
子
。
若
有
能
於
一
恒
河
沙
等
諸
仏
世
尊
発
菩
提
心
。
然
後
乃
能
於
悪
世
中
不
謗
是
法
愛
楽
是
典
。
不
能
為
人
分
別
広
説
。
善
男
子
。
若
有

衆
生
於
二
恒
河
沙
等
仏
所
発
菩
提
心
。
然
後
乃
能
於
悪
世
中
不
謗
是
法
。
正
解
信
楽
受
持
読
誦
亦
不
能
為
他
人
広
説
。
若
有
衆
生
於
三
恒
河
沙
等

仏
所
発
菩
提
心
。
然
後
乃
能
於
悪
世
中
不
謗
是
法
。
受
持
読
誦
書
写
経
巻
雖
為
他
説
未
解
深
義
…
…
」（『
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
三
九
八
頁
下
段
）

113	「
此
経
」
と
は
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
経
』
一
九
巻
三
五
一
頁
上
段
）
の
こ
と
。	

114	『
大
般
涅
槃
経
』
お
よ
び
他
経
論
に
同
様
の
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

115	『
提
謂
波
利
経
』
は
、
前
述
（
六
、
法
崇
疏
と
『
提
謂
波
利
経
』）
の
と
お
り
蔵
外
文
献
で
あ
り
、
完
本
は
現
存
し
な
い
。
塚
本
善
隆
氏
お
よ
び
牧

田
諦
亮
氏
が
『
提
謂
波
利
経
』
と
認
定
し
た
本
文
中
に
は
、
含
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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116	

遠
行
と
は
遠
く
に
行
く
こ
と
で
あ
り
、
時
に
死
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。

117	

羅
綺
と
は
華
美
な
衣
服
。
羅
は
う
す
ぎ
ぬ
、
綺
は
あ
や
ぎ
ぬ
。
綺
羅
と
も
い
う
。

118	

三
銖
衣
と
は
、
と
て
も
軽
い
衣
服
の
こ
と
。
銖
は
重
さ
の
単
位
で
、
周
代
に
お
け
る
一
銖
は
わ
ず
か
〇
・
六
グ
ラ
ム
と
さ
れ
る
。

119	
八
地
獄
に
は
八
熱
地
獄
（
等
活
・
黒
縄
・
衆
合
・
叫
喚
・
大
叫
喚
・
焦
熱
・
大
焦
熱
・
阿
鼻
）
と
、
八
寒
地
獄
（
頞
部
陀
・
尼
剌
部
陀
・
頞
吒
・

臛
臛
婆
・
虎
虎
婆
・
嗢
鉢
羅
・
鉢
特
摩
・
摩
訶
鉢
特
摩
）
と
が
あ
る
。
四
増
と
は
、
八
大
地
獄
の
四
方
に
あ
る
地
獄
の
こ
と
で
、
副
地
獄
と
も
い

う
。
十
六
隔
と
は
、
八
大
地
獄
の
周
り
に
あ
る
十
六
種
の
小
地
獄
を
い
う
（
十
六
小
地
獄
）。
す
な
わ
ち
、
優
鉢
地
獄
、
鉢
頭
地
獄
、
拘
牟
頭
地
獄
、

分
陀
利
地
獄
、
未
曽
有
地
獄
、
永
無
地
獄
、
愚
惑
地
獄
、
縮
聚
地
獄
、
刀
山
地
獄
、
湯
火
地
獄
、
火
山
地
獄
、
灰
河
地
獄
、
荊
棘
地
獄
、
沸
屎
地
獄
、

剣
樹
地
獄
、
熱
鐵
丸
地
獄
で
あ
る
。

120	

三
覚
に
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
の
三
種
と
解
す
る
。
阿
羅
漢
は
自
覚
の
一
覚
、
菩
薩
は
自
覚
・
覚
他
の
二
覚
を
具
し
、

仏
の
み
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
の
三
覚
を
具
足
す
る
と
い
う
。

121	

罽
賓
と
は
西
域
の
国
、
特
に
北
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
（K

aßm
¥ra

）、
ま
た
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
（G

andhåra

）
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
仏
典
で
は

主
に
前
者
と
解
さ
れ
る
。

122	『
華
厳
経
』（
大
正
蔵
二
七
八
番
）
の
「
東
北
方
に
菩
薩
の
住
処
有
り
、
清
涼
山
と
名
づ
く
。
過
去
の
諸
菩
薩
は
常
に
中
に
於
て
住
す
。
彼
に
現
に

菩
薩
有
り
、
文
殊
師
利
と
名
づ
く
。
一
万
の
菩
薩
眷
属
有
り
て
、
常
に
説
法
を
為
す
」（『
大
正
蔵
経
』
九
巻
五
九
〇
頁
上
段
）
と
い
う
記
載
に
由

来
す
る
。

123	

震
旦
と
は
、
古
代
イ
ン
ド
人
が
用
い
た
中
国
の
異
称
。
梵
語C

¥nasthåna

の
音
写
語
。

124	

儀
鳳
元
年
と
は
六
七
六
年
。

125	

須
臾
と
はm

uh∑rta

（
牟
呼
栗
多
）
と
い
う
時
間
の
単
位
で
、
一
瞬
、
瞬
時
と
い
っ
た
短
時
間
を
表
す
。

126	

煥
然
と
は
光
り
輝
く
様
子
、
除
蕩
と
は
取
り
除
く
こ
と
。
仏
陀
波
利
の
帰
依
礼
拝
に
よ
り
、
五
臺
山
に
か
か
っ
た
黒
雲
・
白
霧
が
取
り
払
わ
れ
、

晴
れ
渡
っ
た
こ
と
を
示
す
。



―94―

127	

冥
加
と
は
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
授
か
る
神
仏
の
加
護
・
助
力
の
こ
と
。

128	

素
服
と
は
白
い
服
、
皓
首
と
は
白
髪
の
頭
の
こ
と
。

129	

永
淳
二
歳
と
は
、
六
八
三
年
の
こ
と
。

130	
闕
と
は
中
央
を
く
り
ぬ
き
、
両
脇
に
物
見
台
を
具
え
た
宮
殿
の
門
。
転
じ
て
宮
闕
と
は
天
子
の
居
す
る
宮
城
全
体
を
指
す
。

131	

委
悉
と
は
物
事
を
事
細
か
に
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
。

132	

地
婆
訶
羅（
生
年
不
詳
〜
六
八
七
）は
梵
語D

¥våkara

の
音
写
語
で
、唐
語
で「
日
照
」と
い
う
。
地
婆
訶
羅
は
中
イ
ン
ド
出
身
の
バ
ラ
モ
ン
僧
で
、

摩
訶
菩
提
寺
（M

ahåbodhi

）
や
那
蘭
陀
寺
（N

ålandå

）
等
で
修
学
の
後
、
儀
鳳
年
間
初
（
六
七
六
）
に
中
国
に
来
訪
。
そ
の
後
、
洛
陽
東
京

太
原
寺
や
西
京
弘
福
寺
を
拠
点
に
、『
方
広
大
荘
厳
経
』『
大
乗
密
厳
経
』
等
、
一
八
部
三
四
巻
を
翻
訳
し
た
。
仏
陀
波
利
訳
（
大
正
蔵
九
六
七
番
）

の
経
序
に
よ
れ
ば
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
頃
、
地
婆
訶
羅
は
朝
廷
の
命
の
も
と
、
典
客
令
の
杜
行
顗
等
と
と
も
に
仏
陀
波
利
請
来
の
梵
本
を
漢

訳
し
た
と
記
さ
れ
る
。
一
方
、
地
婆
訶
羅
訳
（
大
正
蔵
九
六
九
番
）
に
付
さ
れ
た
沙
門
彦
悰
の
経
序
は
、
全
く
異
な
る
翻
訳
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
す
で
に
儀
鳳
四
年
（
六
七
九
）
に
杜
行
顗
に
よ
る
漢
訳
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
改
訂
す
る
形
で
、
地
婆
訶
羅
が
永
淳
元
年
（
六
八
二
）

に
再
訳
し
た
と
い
う
。『
大
正
蔵
経
』
に
は
、
地
婆
訶
羅
訳
と
し
て
、『
仏
頂
最
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
九
番
）、『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除

業
障
呪
経
』（
大
正
蔵
九
七
〇
番
）
の
二
種
が
収
録
さ
れ
る
。

133	

杜
行
顗
は
中
国
京
兆
（
現
在
の
長
安
周
辺
）
の
出
身
で
、
朝
散
郎
行
鴻
臚
寺
典
客
令
（
鴻
臚
寺
に
て
朝
廷
に
参
内
す
る
諸
候
や
異
民
族
を
接
待
）

の
役
を
務
め
た
。
詩
文
の
才
が
あ
り
、
梵
語
に
も
精
通
し
た
と
さ
れ
る
。
沙
門
彦
悰
の
経
序
に
よ
れ
ば
、
杜
行
顗
は
儀
鳳
四
年
（
六
七
九
）
に
本

経
を
訳
出
し
た
と
い
う
。『
大
正
蔵
経
』
に
は
、
杜
行
顗
訳
本
と
し
て
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
九
六
八
番
）
が
収
録
さ
れ
る
。
杜
行

顗
訳
は
、
避
諱
の
慣
習
に
よ
り
、
朝
廷
の
諱
を
避
け
た
た
め
、「
世
尊
」
を
「
聖
尊
」、「
世
界
」
を
「
生
界
」
と
訳
す
る
等
、
特
殊
な
漢
訳
が
な

さ
れ
て
い
る
。

134	

九
重
と
は
、
皇
帝
が
住
ま
う
宮
殿
・
宮
廷
。
中
国
で
は
、
宮
殿
の
門
を
九
重
に
造
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

135	

紫
微
と
は
、
北
極
星
を
中
心
と
し
た
星
群
で
あ
り
、
天
帝
の
住
む
場
所
と
さ
れ
た
。
転
じ
て
、
天
子
・
皇
帝
が
宮
殿
・
宮
廷
を
指
す
。



―95―

法崇述『仏頂尊勝陀羅尼経教迹義記』訳注㈠（佐々木）

136	

大
正
蔵
本
に
は
「
未
伝
」
と
あ
る
が
、
高
基
本
お
よ
び
卍
続
蔵
本
で
は
「
未
訳
」
で
あ
る
。
本
論
本
文
で
は
、
後
句
「
已
訳
」
と
対
応
さ
せ
、「
未

訳
」
を
採
用
し
た
。

137	

恒
心
と
は
常
に
保
持
し
て
変
わ
ら
な
い
正
し
い
心
。
ぐ
ら
つ
か
な
い
心
。

138	
順
貞
と
は
、
仏
陀
波
利
訳
（
大
正
蔵
九
六
七
番
）
の
経
序
に
よ
れ
ば
、
西
明
寺
に
住
し
た
中
国
僧
で
、
梵
語
を
よ
く
理
解
し
た
こ
と
か
ら
、
共
訳

者
と
し
て
仏
陀
波
利
の
手
助
け
を
し
た
と
記
さ
れ
る
。

139	

測
法
師
と
は
、
唐
代
法
相
宗
の
僧
・
円
測
（
六
一
三
〜
六
九
六
）
と
推
定
さ
れ
る
。
仏
陀
波
利
訳
（
大
正
蔵
九
六
七
番
）
の
経
序
で
は
、
円
測
へ

の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
、
七
三
〇
年
編
纂
の
『
続
古
今
訳
経
図
紀
』
で
は
、「
…
…
遂
対
翻
経
大
徳
円
測
共
貞
翻
出
」（『
大
正
蔵
経
』
五
五
巻

八
六
五
頁
中
段
）
と
記
し
、
仏
陀
波
利
・
順
貞
に
よ
る
共
訳
の
際
、
円
測
も
関
与
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
法
崇
は
『
続
古
今
訳
経
図
紀
』

を
下
敷
き
に
、
本
文
を
記
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

140	

罽
賓
三
蔵
と
は
、
罽
賓
（K

aßm
¥ra

）
出
身
の
僧
で
あ
る
仏
陀
波
利
を
指
す
。

141	

亮
汰
注
の
み
「
同
じ
く
」
を
加
え
て
、「
同
じ
く
是
れ
永
淳
二
年
の
翻
な
り
」
と
す
る
。

142	

仏
陀
波
利
訳
（
大
正
蔵
九
六
七
番
）
の
経
序
に
よ
れ
ば
、
仏
陀
波
利
は
本
経
を
漢
訳
し
た
後
、
梵
本
を
も
っ
て
五
臺
山
に
入
り
、
消
息
を
断
っ
た

と
さ
れ
る
。
九
八
八
年
編
纂
の
『
宋
高
僧
伝
』、
一
一
世
紀
頃
の
『
広
清
涼
伝
』
等
の
後
代
の
資
料
で
は
、
五
臺
山
の
「
金
剛
窟
」
に
入
っ
た
と

特
定
さ
れ
て
い
る
。『
古
清
涼
伝
』『
広
清
涼
伝
』
等
に
よ
れ
ば
、
金
剛
窟
と
は
文
殊
菩
薩
が
一
万
菩
薩
の
眷
属
衆
と
住
す
る
処
と
も
、
ま
た
文
殊

菩
薩
が
過
去
仏
由
来
の
聖
遺
物
を
納
め
た
場
所
と
も
さ
れ
、
北
臺
寄
り
に
存
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
五
臺
山
へ
の
入
住
は
、
老
人
の
聖
嘱
の
も
と
、

本
経
の
梵
本
を
も
た
ら
し
た
仏
陀
波
利
が
、
念
願
叶
っ
て
文
殊
菩
薩
に
邂
逅
で
き
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

143	

鳩
摩
羅
什
（K

um
åraj¥va

：
三
四
四
〜
四
一
三
）
の
古
訳
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
各
種
の
経
録
・
史
料
に
記
載
が
な
く
、
現
存
も
確
認

さ
れ
な
い
。
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
流
行
年
代
は
七
世
紀
後
半
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
は
想
定
し
が
た
い
が
、
こ
の
古
訳
が
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
興
味
深
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
法
崇
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
迹
義
記
』、
不
空
、
唐
代
密
教
、『
提
謂
波
利
経
』
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『仏頂尊勝陀羅尼経教跡義記』の導入
『仏頂尊勝陀羅尼経』の因縁
『仏頂尊勝陀羅尼』題号の大意
『仏頂尊勝陀羅尼経』の概要：十門分別

第一釋其教主　第二以處表事　第三顯教被機　第四見身同異　第五出經宗體　
第六聽法軌儀　第七見聞得利　第八釋經題目　第九翻譯時節　第十依文判釋

『仏頂尊勝陀羅尼経教跡義記』の本文解釈
	
１證信序 １信成就 如是

２聞成就 我聞
３時成就 一時
４主成就 薄伽梵
５處成就 在室羅筏住誓多林給孤獨園
６衆成就 與大苾芻衆千二百五十人倶

２發起序 １善住請 １標處顯名 爾時三十三天於善法堂會有一天子名曰善住

２大天遊戲 與諸大天遊於園觀又與大天受勝尊貴與諸天女前
後圍繞歡喜遊戲

３受諸快樂 種種音樂共相娯樂受諸快樂

４空聲告期 爾時善住天子即於夜分聞有聲言善住天子却後七
日命將欲盡

５示所生界 命終之後生贍部洲

６正顯受身 受七返畜生身即受地獄苦從地獄出希得生人身生
於貧賤處於母胎即無兩目

７善住驚怖 爾時善住天子聞此聲已即大驚怖身毛皆竪愁憂不
樂

８疾往帝釋 速疾往詣天帝釋所悲啼號哭惶怖無計頂禮帝釋二
足尊已

９重述前言　

白帝釋言聽我所説我與諸天女共相圍繞受諸快樂
聞有聲言善住天子却後七日命將欲盡命終之後生
贍部洲七返受畜生身受七身已即墮諸地獄從地獄
出希得人身生貧賤家而無兩目

10希垂救濟 云何令我得免斯苦
２帝釋請 １聞之驚愕 爾時帝釋聞善住天子語已甚大驚愕

２思受何身 即自思惟此善住天子受何七返惡道之身
３入定諦觀 爾時帝釋須臾靜住入定諦觀

４具知所受 即見善住天子當受七返惡道之身所謂猪狗野干獼
猴蟒蛇鳥鷲等身食諸穢惡不淨之物

５痛傷心腑 爾時帝釋觀見善住天子當墮七返惡道之身拯助苦
惱痛割於心諦思無計

６師仰如來 何所歸依唯有如來應正等覺令其善住得免斯苦

７帝釋持供 爾時帝釋即於此日初夜分時以種種華鬘塗香末香
以妙天衣莊嚴執持
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８詣聖恭敬 往詣誓多林園於世尊所到已頂禮佛足右遶七匝
９廣獻佛前 即於佛前廣大供養

10具聞七返 佛前胡跪而白佛言世尊善住天子云何當受七返畜
生惡道之身具如上説

１現相表奇 爾時如來頂上放種種光遍滿十方一切世界已其光
還來遶佛三匝從佛口入佛便微笑

２標名示徳 １擧名顯徳 告帝釋言天帝有陀羅尼名爲如來佛頂尊勝能淨一
切惡道

２淨除生死 能淨除一切生死苦惱

３破苦迴向 能淨除諸地獄閻羅王界畜生之苦又破一切地獄能
迴向善道

４聞咒滅罪 佛告天帝此佛頂尊勝陀羅尼若有人聞一經於耳先
世所造一切地獄惡業皆悉消滅

５略顯勝生 當得清淨之身隨所生處憶持不忘從一佛刹至一佛
刹從一天界至一天界遍歴三十三天

６憶念増壽　 所生之處憶持不忘天帝若人命欲將終須臾憶念此
陀羅尼還得増壽

７三業清淨 得身口意淨身無苦痛隨其福利隨處安穩
８如來觀視 一切如來之所觀視
９天神侍衞 一切天神恒常侍衞
10爲人所敬 爲人所敬
11惡障消滅 惡障消除
12菩薩覆護 一切菩薩同心覆護

13讀誦壞苦 佛告天帝若人能須臾讀誦此陀羅尼者此人所有一
切地獄畜生閻羅王界餓鬼之苦破壞消滅無有遺餘

14遊入勝境 諸佛刹土及諸天宮一切菩薩所住之門無有障礙隨
意遊入

３釋天重請 爾時帝釋白佛言世尊唯願如來爲衆生説増益壽命
之法

仏頂尊勝陀羅尼の讃嘆と十門科判

４佛答深詞 １歸敬尊徳門 爾時世尊知帝釋意之所念樂聞佛説是陀羅尼法即
説咒曰	曩謨婆～婆誐縛帝

２章表法身門 怛儞也他　唵
３淨除惡趣門 尾戍駄野」～「娑嚩婆嚩尾秫弟
４善明灌頂門 阿鼻詵左Z」～「阿慾散駄囉◊

５神力加持門 戍駄野戍駄野誐誐曩尾秫第」～「薩嚩嚩囉拏尾
秫弟

６壽命増長門 鉢囉底Q韈多野阿欲秫弟」～「麼◊麼◊
７定慧相應門 怛闥多部多句致跛哩秫弟」～「娑麼囉娑麼囉
８金剛供養門 薩嚩沒駄地瑟恥多躓弟」～「麼麼
９普證清淨門 薩嚩薩怛嚩難左迦野尾秫弟」～「摩訶母捺
10成就涅槃門 娑嚩賀」（尊勝小真言・心中心真言を含む）

５重顯神功　 １顯名示徳 爾時佛告帝釋此咒名淨除一切惡道佛頂尊勝陀羅
尼能除一切罪業等障能破一切穢惡道苦

２多佛受持 天帝此陀羅尼八十八　伽沙倶低百千諸佛同共宣
説隨喜受持

２
聖
教
所
説
分

_

K



―98――3―

法崇述『仏頂尊勝陀羅尼経教迹義記』訳注㈠（佐々木）

３如來智印 如來大智印印之爲破一切衆生穢惡道義故

４能破三途 此彰決定之徳爲破一切地獄畜生閻羅王界衆生得
解脱故

５救生死難 臨急苦難墮生死海中衆生得解脱故
６轉報受樂 短命薄福無救護衆生
７滅惡業苦 樂造雜染惡業衆生故説

８標功總結
又此陀羅尼於贍部洲任持力故能令地獄惡道衆生
種種流轉生死薄福衆生不信善惡業失正道衆生等
得解脱義故

６專令授與 １付囑傳授 佛告天帝我説此陀羅尼付囑於汝汝當授與善住天
子

２重誡令持 復當受持讀誦思惟愛樂憶念供養
３廣傳瞻部 於瞻部洲一切衆生廣爲宣説此陀羅尼
４宣示諸天 亦爲一切諸天子故説此陀羅尼印付囑於汝
５慇懃付囑 天帝汝當善持守護勿令忘失

７廣陳多福 １聞咒滅罪 佛告天帝若人須臾得聞此陀羅尼千劫已來積造惡
業重障

２不墮三途
			（能破三途） 應受種種流轉生死地獄餓鬼畜生閻羅王界

３捨鬼神身 阿修羅身夜叉羅刹鬼神布單那羯吒布單那阿婆娑
摩羅

４轉畜生身 蚊虻龜狗蟒蛇一切諸鳥及諸猛獸一切蠢動含靈乃
至蟻子之身更不重受

５得生勝處
即得轉生諸佛如來一生補處菩薩同會處生或得大
姓婆羅門家生或得大姓刹利種家生或得豪貴最勝
家生

６倍勝前生 天帝此人身得如上貴處生者皆由聞此陀羅尼故轉
所生處皆得清淨

７擧後證果 天帝乃至得到菩提道場之處皆由讃美此陀羅尼功
徳如是

８重顯勝名 天帝此陀羅尼名爲吉祥能淨一切惡道

９摩尼讃徳
此佛頂尊勝陀羅尼猶如日藏摩尼之寶淨無瑕穢淨
等虚空光焔照徹無不周遍若諸衆生持此陀羅尼亦
復如是

10淨金爲諭
亦如閻浮檀金明淨柔軟令人喜見不爲穢惡之所染
著天帝若有衆生持此陀羅尼亦復如是乘斯善淨得
生善道

11廣顯流通 天帝此陀羅尼所在之處若能書寫流通受持讀誦聽
聞供養能如是者一切惡覺皆得清淨

12能破惡趣 一切地獄諸苦悉皆消滅

13安置處所 佛告天帝若人能書寫此陀羅尼安高幢上或安高山
或安樓上乃至安置窣堵波中

14顯能敬人 天帝若有苾芻苾芻尼優婆塞優婆夷族姓男族姓女
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15塵影沾身 於幢等上或見或與幢相近其影映身或風吹陀羅尼
上幢等上塵落在身上

16廣除多苦
天帝彼諸衆生所有罪業應墮惡道地獄畜生閻羅王
界餓鬼阿修羅身惡道之苦皆悉消滅不爲罪垢之所
染汚

17總結授記 天帝此等衆生爲一切諸佛之所授記皆得不退轉於
阿耨多羅三藐三菩提

８建塔尊人 １持供造塔 天帝何況更以多諸供具華鬘塗香末香寶幢幡蓋衣
服瓔珞作諸莊嚴於四衢道造窣都波

２安置神咒 安置陀羅尼
３呈恭修供 合掌恭敬旋遶行道歸依禮拜
４標人顯徳 天帝彼人能如是供養者名摩訶薩埵
５佛子住持 眞是佛子持法棟梁
６全身寶塔 又是如來全身舍利窣堵波塔

９靜息護持 １靜息嚴供 爾時閻羅法王於時夜分來詣佛所到已以種種天衣
妙華塗香末香莊嚴供養佛已

２修敬歸依 遶佛七匝頂禮佛足
３述詞稱讃 而作是言我聞如來演説讃持大力陀羅尼
４隨逐守護 我常隨逐守護不令持者墮於地獄
５歎人護念 以彼隨順如來言教而護念之

10天王更請 １天王修敬 爾時護世四天王遶佛三匝
２請宣持法 白佛言世尊唯願如來爲我廣説持陀羅尼法

11如來正答 １如來許説 爾時佛告四天王汝今諦聽我當爲汝宣説受持此陀
羅尼法

２顯短命位 亦爲短命諸衆生説
３潔淨剋時 當先洗浴著新淨衣白月圓滿十五日時
４明誦神咒 持齊誦此陀羅尼滿其千遍
５増壽除病 令短命衆生還得増壽永離病苦
６滅障壞苦 一切業障悉皆消滅

12略顯威嚴 １捨畜生身 一切地獄諸苦亦得解脱諸飛鳥畜生含靈之類聞此
陀羅尼一經於耳盡此一身更不復受

２現病得除 佛言告天帝若遇大惡病聞此陀羅尼即得永離
３當病消滅 一切諸病亦得消滅
４不墮惡道 應墮惡道亦得除斷
５得生淨土 即得往生寂靜世界
６不受胞胎 從此身已後更不受胞胎之身
７蓮華化生 所生之處蓮華化生
８常識宿命 一切生處憶持不忘常識宿命

９咒土遺骸

佛言若人先造一切極重罪業遂即命終乘斯惡業應墮
地獄或墮畜生閻羅王界或墮餓鬼乃至墮大阿鼻地獄
或生水中或生禽獸異類之身取其亡者隨身分骨以土
一把誦此陀羅尼二十一遍散亡者骨上即得生天

10誦持消供 佛言若人能日日誦此陀羅尼二十一遍應消一切世
間廣大供養

11得生極樂 捨身往生極樂世界
12證大涅槃 若常誦念得大涅槃
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13延命受樂 復増壽命受勝快樂
14生十方國 捨此身已即得往生種種微妙諸佛刹土
15奉覲如來 常與諸佛倶會一處
16得餐妙義 一切如來恒爲演説微妙之義
17蒙尊受記 一切世尊即授其記身光照曜一切佛刹土

13示軌令持 １示軌立壇 佛言若誦此陀羅尼法於其佛前先取淨土作壇隨其
大小方四角作以種種草華散於壇上燒衆名香

２一心念佛 右膝著地胡跪合掌一心念佛
３作母陀羅尼 作慕陀羅尼印屈其頭指以大母指壓合掌當其心上
４明誦神咒 誦此陀羅尼一百八遍訖
５壇中雨華 於其壇中如雲雨華
６能供多佛 能遍供養八十八倶胝K迦沙那庾多百千諸佛
７如來讃歎 彼佛世尊咸共讃言善哉希有眞是佛子
８得證三昧　 即得無障礙智三昧得大菩提心莊嚴三昧
９總結其儀 持此陀羅尼法應如是

14標功授與 １總結功能　 佛告天帝我以此方便一切衆生應墮地獄道令得解
脱

２惡趣清淨 一切惡道亦得清淨者
３現増壽命 復令持者増益壽命者
４付囑天帝 天帝汝去將我陀羅尼
５授與善住 授與善住天子滿其七日汝與善住倶來見我

１天帝釋還宮 爾時天帝於世尊所受此陀羅尼法奉持還於本天
２授與善住 授與善住天子爾時善住天子授此陀羅尼已
３受持願滿 滿六日六夜依法受持一切願滿
４解脱衆苦 應受一切惡道等苦即得解脱
５住道増壽 住菩提道増壽無量

６讃其神力 甚大歡喜高聲歎言希有如來希有妙法希有明驗甚
爲難得令我解脱

７持供報徳
爾時帝釋至第七日與善住天子將諸天衆嚴持華鬘
塗香末香寶幢幡蓋天衣瓔珞微妙莊嚴往詣佛所設
大供養以妙天衣及諸瓔珞供養世尊遶百千匝

８歡喜聽法 於佛前立踊躍歡喜坐而聽法

９如來授記 爾時世尊舒金色臂摩善住天子頂而爲説法授菩提
記

10正顯經名 佛言此經名淨一切惡道佛頂尊勝陀羅尼汝當受持
11大衆流通 爾時大衆聞佛所説皆大歡喜信受奉行
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